
 - 1 - 

平成３１年第１回訓子府町議会定例会会議録 

 

 

○議事日程（第２日目） 

平成３１年３月８日（金曜日）       午前９時３０分開会 

 

第１７ 議案第１３号 町職員の旅費に関する条例等の一部を改正する条例の制定につい 

           て 

第１８ 議案第１５号 訓子府町まちづくり町民参加条例の制定について 

第１９ 議案第１６号 訓子府町まちづくり推進会議条例の制定について 

第２０ 議案第 ７号 平成３１年度訓子府町一般会計予算について 

第２１ 議案第 ８号 平成３１年度訓子府町国民健康保険特別会計予算について 

第２２ 議案第 ９号 平成３１年度訓子府町後期高齢者医療特別会計予算について 

第２３ 議案第１０号 平成３１年度訓子府町介護保険特別会計予算について 

第２４ 議案第１１号 平成３１年度訓子府町下水道事業特別会計予算について 

第２５ 議案第１２号 平成３１年度訓子府町水道事業会計予算について 

第２６ 議案第１４号 町税条例の一部を改正する条例の制定について 

第２７ 議案第１７号 訓子府町指定地域密着型サービスに関する基準等を定める条例の 

           一部を改正する条例の制定について 

第２８ 議案第１８号 訓子府町定住自立圏形成協定の議決に関する条例の制定について 

第２９ 議案第２０号 訓子府町過疎地域自立促進市町村計画の一部変更について 

第３１ 報告第 １号 定期監査結果報告について 

第３２ 報告第 ２号 出納検査結果報告について 

第３３ 報告第 ３号 所管事務調査結果報告について 
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開会 午前 ９時３０分 

    ◎開議の宣告 

○副議長（上原豊茂君） 皆さま、おはようございます。 

 それでは、定刻になりました。 

 ただいまから本日の会議を開きます。 

 本日の出欠報告をいたします。本日は全議員の出席であります。 

 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付のとおりであります。 

 

    ◎議案第１３号、議案第１５号、議案第１６号、議案第 ７号、議案第 ８号、 

     議案第 ９号、議案第１０号、議案第１１号、議案第１２号 

○議長（上原豊茂君） 昨日に引き続き、新年度予算関連の提案理由の説明を求めます。 

 まず議案第７号 平成３１年度訓子府町一般会計予算についての提案理由の説明を求め

ます。別冊の予算書２ページです。 

 副町長。 

○副町長（佐藤明美君） それでは、議案第７号 平成３１年度訓子府町一般会計予算に

ついての提案説明をいたします。 

 まず、内容につきましては、事前にお配りしております予算案の説明資料、前段でこの

話をしていきます。そしてその後、予算書の方で説明していきたいというふうに思ってお

りますのでよろしくお願いいたします。 

 まず最初にですね、今回では年度がまたがりますんで、前年あるいは昨年と表現する部

分につきましては平成３０年度ということでお聞き願いたいと思います。本年度と表現す

る部分につきましては、平成３１年度というような指し方をしておりますので、そのとお

りお聞き取り願いたいというふうに思っております。 

 それでは、はじめに、今、ご説明しました説明の資料、予算案の説明の資料の方をご覧

いただきたいと思います。 

 まず、１ページでは、予算案の概要について触れておりますけれども、本年度は改選期

の年度でもございますし、当初予算については経常経費を中心とした予算編成となってご

ざいます。 

 間もなく平成の時代が終わりを迎えることになりますけれども、この間、国の財政とと

もに地方財政についても厳しい状況が続いてまいりました。国では財源不足に対し交付税

特別会計における借入金で対処してきておりましたけども、ご承知のとおり平成１３年か

らは地方負担分は臨時財政対策債で対処されることになったところでございます。以降こ

の臨時財政対策債の借入残高もピーク時期を大幅に超えるようになり、本町の歳入の多く

を占める交付税はもちろんのこと、国の財政健全化目標の実現のため臨時財政対策債の発

行額も圧縮される方向であり、地方財政構造は今後も好転することは望めないという状況

にあるのではないかというふうに思っております。 

 また、地方財政措置は１０月から消費税の改定によりまして、地方消費税も１．７％か

ら２．２％に引き上げられるものの、社会保障財源の確保など制度設計が遅れており不透

明な状況にあるのが現在の状況でございます。 

 こうした中、歳出においては、本年度は骨格予算として、町民生活に与える影響に配慮
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した経常経費を中心に計上しているものの、第４期農業基盤整備事業、幸栄団地の整備、

庁舎や学校のパソコン更新などの予算計上をしてございます。 

 今後は、過去に建設された公共施設等の適正管理や増え続ける経常経費を考えると厳し

い財政状況が続くといえますけれども、将来につながる財政運営を継続するという視点に

立ち、今回は予算編成にあたりました。 

 この結果、一般会計の歳入歳出予算総額は４１億６，５５０万円となってございます。

これが対前年比でいきますと２７．６％の減ということになります。 

 その款ごとの予算額と伸び率については、５ページのとおりでございますけれども、歳

出では、総務費において、政策的な補助金等は計上されていないものの、庁舎内外のパソ

コンの更新事業、それと行政システムのクラウド使用料、町有林整備事業、各種選挙執行

経費などにより２１．６％の増加。 

 民生費でも政策的経費が含まれていませんけども、社会福祉協議会活動費補助金の居宅

介護システムの更新、それと自立支援サービス事業、後期高齢者医療給付費などにより０．

７％の増。 

 衛生費においては、同様に政策的経費が含まれていないことに加え、長期継続契約にか

かる塵芥処理費や北見市外２町一般廃棄物最終処分場の使用期限の延長による負担金、そ

の他、スクラムミックス事業、し尿等処理業務の増はあるものの、水道事業出資金の減が

大きく影響しまして５．５％の減という形になってございます。 

 農林水産業費では、これも政策的な補助金が含まれてませんけども、下水道繰出金、農

業基盤整備事業の継続のほか、多面的機能支払交付金事業などの補助金の事業費減などよ

り２．４％の減。 

 商工費では、店舗改修補助金など政策的なものが入っていないことがございますので１

６．３％の減となっています。 

 土木費においては、道路や河川維持費、河川改修整備、公園、町営住宅の維持管理の増

はあったものの、道路新設改良費の減や政策的経費が入っていないことから１６．３％の

減。 

 消防費では、救急車載用除細動器、新入団員の制服、災害対策費での公共施設等の公衆

無線ＬＡＮ環境の整備などにより１０．９％の増。 

 教育費では、スポーツセンター、公民館やプール外構の整備、清掃管理委託の長期継続

契約、燃料費などの増はあるものの、これも政策的経費の未計上の部分ございますので、

大きくはスポーツセンターの本体工事が今年の分、影響しておりますので７０．７％の減

という形になっています。 

 公債費では、昨年に行った公営住宅の繰上償還の分が大きく影響して、形の上では４０．

２％の減というふうになってございます。 

 次に、８ページには、人件費の資料を載せてございますけども、一番下の右から４列目

は、一般会計および特別会計を含めた総人件費になります。本年度は、職員採用と再任用

職員の賃金から給与に振り替えたと。振り替えもございまして、２，９６０万３千円の増

という形になってございます。 

 次に、９ページは、基金の保有状況を一覧にしたものでございますけども、表の下から

４段目の一番右側にありますように、本年度末の基金保有見込額は、一般会計の計で３６
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億３，３４３万８千円となってございます。 

 そして、１０ページからは、投資的事業の一覧を載せてございます。 

 そして、１４ページからは補助奨励費を載せてございます。 

 そして、１７ページから扶助費の内訳と事業の内容を一覧にしてございます。 

 骨格予算のため政策的なものは６月に提案することになりますけども、補助奨励費の中

で今回計上を見送った事業一覧を１６ページ、ちょっと字小さいですけども、１６ページ

に載せてございます。今のところは集計には入っておりません。 

 それと後でご覧いただければと思いますけど、４０ページ以降については、事業の箇所

図を添付してございますので、これはご覧をいただくこととして、これ以降は予算書によ

って説明してまいりますので、予算書をまずご覧いただければと思います。予算書の２ペ

ージから入ります。それでは２ページ説明させていただきたいと思います。 

 議案第７号 平成３１年度訓子府町一般会計予算。 

 平成３１年度訓子府町一般会計予算につきましては、次に定めるものとし、第１条では、

歳入歳出それぞれ４１億６，５５０万円としております。 

 第２項では、歳入歳出予算の款項の区分ごとの金額は、次のページから１２ページにな

りますけれども、第１表の歳入歳出予算によることを規定しているもので、これについて

はご覧いただくということで、その内容については、後ほど事項別明細の中で説明してい

きたいというふうに思っております。 

 また２ページですけども、第２条、債務負担行為と第３条の地方債について定めており

ますけども、これについても後ほど第２表と第３表で説明させていただきたいと思います。 

 次に、第４条では、本年度金融機関から借り入れすることができる一時借入金の限度額

を、スポーツセンターの本体工事が完了したこともございまして５億円ということで今年

は定めてございます。 

 それでは、１３ページをお開き願いたいと思います。 

 この１３ページは、第２表では、債務負担行為の承認を受けようとするものですけども、

本年度はここにございますように４件となります。 

 なお、５月１日以降の元号が変更することが既に閣議決定されておりますけれども、現

時点では元号名が決まってないということがございますので、全て平成で記載することと

しておりますので、元号が変わった時点で読み替えるものとご理解いただければというふ

うに思っております。 

 まず、一番上の北見市外２町一般廃棄物最終処分場運営事業につきましては、期間は平

成３１年度から４７年度までの１７年間、限度額については３億８，３３６万２千円とす

るものです。 

 次に、２段目の季節労働者の生活資金につきましては、その貸付金の利子補給と損失補

償でございまして、期間は２か年、限度額については、それぞれ限度額欄に記載のとおり

でございます。 

 次、３段目は、北海道訓子府高等学校入学生の通学支援対策事業でございまして、期間

は平成３１年度から平成３３年度の３か年で、限度額を１，３２９万９千円とするもので

ございます。 

 次に、３段目、これも北海道訓子府高等学校修学旅行費の支援対策事業で、期間を平成
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３１年度から平成３２年度までの２か年、限度額は１２０万円とするものでございます。 

 次に、１４ページは、第３表 地方債になります。本年度予定しております７本の事業

等にかかる地方債の借入限度額を定めるもので、本年度は一番上の公共施設等公衆無線Ｌ

ＡＮ環境整備事業で５２０万円、道営柏丘北地区農地整備事業で５，９８０万円、道営山

林川地区の水利施設等保全高度化事業で３，１５０万円、道営訓子府北東地区水利施設等

保全高度化事業で８０万円、スポーツセンター建設事業で３，３５０万円までの５本がこ

れ過疎債となります。ソフト事業に充てる過疎地域自立促進特別事業債５，４１０万円、

そして地方交付税の代替財源ともいえます臨時財政対策債１億円の総計２億８，４９０万

円の借り入れをしようとするものでございます。 

 １５ページからは、事項別明細になりますけども、１５ページ、１６ページは歳入歳出

の款別の予算額を掲載してございますので、これはご覧をいただくこととしまして、１７

ページ以降の事項別明細の説明に移ってまいりたいと思います。 

 なお、事項別明細書につきましては、歳入歳出ともに特徴的な部分についてのみ説明を

させていただきますのでご了解いただければと思います。 

 なお、前段でも説明しましたとおり本年度は骨格予算でもございまして、政策的な事業

費は留保しておりますので、歳入歳出とも前年度比較では大きく減額となる部分がでてき

ますので、その分についてはご理解をいただければと思います。 

 それでは、歳入の説明に入ります。 

 まず１款、１項、町民税ですけども、１目の個人、均等割においては、前年と同額程度

の８８０万２千円、所得割は、昨年同様の税率を６％とし、その他分離課税などを加え、

農業所得の若干の落ち込みを考慮しながら、最終的に平成３０年度の徴収実績を踏まえて

９９％で見込み、２億３，２１７万８千円、合計で２億４，０９８万円を計上してござい

ます。 

 次に、その下の２目の法人の部分では、１法人減ったものの全９０法人、内農業で１９

法人、の法人税割では１７％増の１，７５３万３千円で、合計で２，８８９万７千円の計

上でございます。 

 次に、下の表の１款、２項、１目の固定資産税では、土地では、主に地目変更による課

税標準の増、それと家屋では、住宅と牛舎の増、償却資産では、農業者や法人の機械など

の増でそれぞれ伸びてございます。下の免除では、専用住宅軽減では３年分で２７件、生

活保護の減免では６件、公益利用減免では３件のこれ会館などですけど、あと非課税への

変更では福祉法人２件の申請がございましたので、その非課税の分の土地および建物、そ

れと過疎法の減免で製造業１件の機械で差し引きしますと３８４万７千円増の２億２，４

２２万円の計上となってございます。 

 次、１９ページの上の表の３項、１目の軽自動車税、これは実績に基づき１，９４５万

５千円を計上しております。 

 次に、真ん中の表の４項、１目の町たばこ税では、紙巻きたばこにつきましては、３月

から９月までは１千本あたり４千円の税率でしたけれども、１０月からは５，６９２円に

税率が上がることになります。しかし、製造煙草と紙巻きたばこともに全般的に喫煙率が

低下しておりまして２３万７千円減の３，３４５万７千円の計上となってございます。 

 次に、２１ページの２段目の表になります。 
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 １款、６項、１目の入湯税、前年１年分の実績を勘案しまして２０５万８千円の計上で

す。 

 次に、３段目の表の２款、１項、１目の地方揮発油譲与税では、総額の５８％が都道府

県と指定都市、４２％が市町村に交付されるという制度のものでございまして、その内２

分の１が道路面積、残りの２分の１が道路延長で交付されるという、大まかな内容でござ

いますけども、前年の実績を勘案し同額の２，３００万円を計上しております。 

 次に４段目、２款、２項、１目の自動車重量譲与税では、自動車重量税収入の３分の１

に相当する額を市町村に譲与するというもので、これも前年実績を勘案し２００万円減の

５，４００万円を計上しております。 

 次に、５目の表の３款、１項、１目、利子割交付金では、金融機関からの利息に対する

税の５９．４％の割合を財源としまして、道民税の額に応じて道から交付されるという内

容でございまして、前年同額の５０万円を計上しております。 

 次に、一番下の表の４款、１項、１目の配当割交付金では、これも上場株式の配当に課

税される道民税の、これも５９．４％が道民税の割合に応じて道から交付されるというも

ので前年同額の１３０万円を計上しております。 

 次に、２３ページ、一番上の表の５款、１項、１目の株式譲渡所得割交付金では、株の

譲渡により発生する税の一部を財源としまして、道民税の額に応じて道から交付されると

いう内容でございまして、過去の交付状況を勘案しまして１００万円を計上。 

 次に、２段目の表の６款、１項、１目の地方消費税交付金では、消費税の増税に伴う地

方消費税交付金では、３か月後の交付となるということから、今年度はマイナスの影響を

考慮して１千万円減の９千万円で計上してございます。 

 次に、３段目の表の７款、１項、１目の自動車取得税交付金では、これは自動車取得税

が９月いっぱいをもって廃止されるということに伴いまして、新税の「環境性能割」が消

費税１０％導入の時期に合わせて導入されることによりまして、自動車取得税交付金につ

いては９月までの分として３００万円減の７００万円の計上としてございます。 

 それで、その下の環境性能割交付金では、これは今お話した１０月以降の分として自動

車取得税の実績に税制改正の補正などを勘案して４００万円を計上しているものでござい

ます。 

 次に、４段目の８款、１項、１目の地方特例交付金では、国の減税などの影響により地

方の減収に対する交付金で、住宅ローン減税などの分として９３万５千円を計上している

ものでございます。 

 次、一番下の表の９款、１項、１目、地方交付税では、地方財政では通常収支分として

１．１％の伸びが示されておりますけれども、基準財政需要額では前年度の単位費用と公

債費補正を考慮して１千万円減の１８億４千万円の計上でございます。 

 一方の特別交付税では、近年の実績を勘案しまして５千万円増の１億５千万円を計上し

ております。 

 次に、２５ページ、一番上の表の１０款、１項、１目、交通安全対策特別交付金では、

交通違反の反則金を原資とするもので、地方単独の交通安全施設整備の経費に充てるもの

として交付されるもので、前年同額の５０万円を計上しております。 

 次に、２段目の表の１１款、１項、１目の農林水産業費分担金では、それぞれの道営事
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業における受益者負担からパワーアップ分を除いた額の受益者分担金として３，３４５万

２千円の計上です。 

 次に、３段目の表の１１款、２項、１目、民生費負担金では、昨年度は広域入所の分の

２７万２千円を計上しておりましたけども、本年度は現在のところ他市町村の私立施設へ

の委託申し込みがございませんので、当初予算では未計上としているものでございます。 

 その下の２目、農林水産業費負担金の馬鈴しょ集出荷施設維持費負担金では、これは固

定資産税および火災保険料分の負担金を徴収するもので、２８年度から１０年間の見直し

を行ってきたものでございまして、本年度は１５１万３千円を計上しております。 

 その下の国営常盤地区総合農地開発事業負担金では、これは３名分の滞納分として１３

万円を今年も計上しております。 

 その下の道営訓子府川南地区水利施設等保全高度化事業負担金では、パワーアップ事業

の置戸の受益者１名にかかる負担金で１万１千円を計上しております。 

 その下の道営訓子府中央二期地区農業水利施設等保全高度化事業負担金は、これは同事

業におけますパワーアップ事業の、これも置戸の住民の１名分にかかる負担金で１万１千

円を計上しております。 

 その下の堆肥供給センターホイールローダ導入負担金では、平成３０年度で導入しまし

たホイールローダの補助残にかかる農協の平成３０年から３９年までの負担分で本年度分

４３万５千円を計上しているものでございます。 

 次に、下の表の１２款、１項、２目、民生使用料の温泉保養センター使用料では、利用

者数の前年度実績見込みから１日平均１．５％減を見込み６５万７千円減の１，１０６万

６千円の計上となってございます。 

 次に、２７ページの３目、衛生使用料の上から３行目、合葬墓の使用料では、現時点で

は１０件、３７体分の実績となっておりますけども、本年度は５件分を見込んで１０万円

を計上しております。 

 次に、４目の農業使用料の牧場使用料では、これは町外牛２００頭を含む、牛全頭で６

７０頭、さらに馬９頭で２，１２０万３千円を計上しております。 

 次に、６目の土木使用料の町営住宅の使用料では、それぞれの住宅使用料の実績を勘案

しまして、町営住宅使用料では車庫使用料も含めて２０７戸分で５，４２９万９千円、特

定公共賃貸住宅使用料では４４戸１，３６８万２千円、それと定住促進住宅使用料では２

１戸で１，１００万８千円を計上してございます。 

 次に、７目の教育使用料のこども園保育料では、人数が１７０人から１５０人に減った

ということと所得階層の変動によりまして２５６万９千円減の２，８９１万６千円の計上

としております。 

 その下の３節の保健体育使用料では、昨年度はスポーツセンター建て替えで使用料を１

年分計上しておりませんでしたけれども、本年度は１年分を計上したことによりまして、

主にスポーツセンター分として６６万４千円増の４７２万３千円の計上となっております。 

 次に、下の表の２項、２目の衛生手数料の廃棄物処理手数料では、ごみ袋の販売の実績

を勘案し１，３４８万６千円を計上しております。 

 次のページ、２９ページ、上の表の１３款、国庫支出金です。１項、１目、民生費の国

庫負担金、１節、社会福祉費負担金の障害者福祉費負担金では、障害者自立支援法に基づ
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く自立支援給付事業に対する国庫負担金で、説明欄にも記載してございますように、各事

業の歳出にそれぞれ２分の１の額を掛けたものを１億７３４万６千円を計上しております。 

 その下の２節の国民健康保険基盤安定負担金では、国保事業の保険税軽減分を保険者支

援分として交付されるもので、道費負担と合わせて国保会計に繰り出すという形になりま

すんで６６９万９千円を計上しております。 

 その下の３節の児童手当負担金では、主に全体人数の減少によりまして、６３万円減の

５，０６３万円の計上でございます。 

 次に、下の表の１３款、２項、１目の総務費国庫補助金では、個人番号カード交付事業

費の補助金では、カード交付にかかる補助金で本年度においても情報提供が今のところな

いものですから、平成３０年度交付金の上限額の通知を計上しているものでございまして、

同額の１０３万２千円を計上しております。 

 その下の表の２目の民生費国庫補助金の障害者福祉費補助金では、地域生活支援事業費

補助金の中の移動支援事業の対象額が増えたということがございまして、４０万２千円増

の２６４万６千円の計上です。 

 その下の２節、児童福祉費補助金の子ども・子育て支援交付金では、対象経費の３分の

１が補助されるもので、地域の子育て支援で２７４万２千円、放課後児童健全育成事業で

１８９万４千円、これの合計の４６３万６千円を計上しております。 

 次に、その下の３目の衛生国庫補助金の母子保健医療対策総合支援事業補助金は、妊婦

健康診査と産後ケア事業への補助で、これは２１万６千円を計上しております。 

 次に、一番下、４目の土木費国庫補助金の１節、住宅費補助金の公営住宅整備事業費補

助金では、幸栄団地１棟４戸の建設で３，５１０万円、公営住宅の改修分、これも１棟４

戸で９５０万円、その他駐車場１４台分の整備などで２４９万３千円の合計４，７０９万

３千円を計上しております。 

 その下の公営住宅の家賃対策補助では、低廉な家賃で供給するための経費に対しまして

４４万８千円交付されるもので計上しているものでございます。 

 次のページの一番上の表の５目、教育費国庫補助金が大きく減額になっているのは、先

ほど来、申し上げております昨年のスポーツセンターの建設費にかかる交付金が１億６，

００１万円分が、これが大きく減っているというのが原因でございます。 

 次に、６目の消防費の国庫補助金の無線システム普及支援事業費等補助金では、避難所

などの防災拠点施設である役場庁舎、公民館、スポーツセンター、学校などのＷｉ－Ｆｉ

の環境の整備を行おうとするもので、事業費１，５６０万５千円の３分の２の補助で１，

０４０万３千円の計上となってございます。 

 次に、真ん中の表の１３款、３項、１目の総務費委託金では、２節、選挙費委託金の参

議院議員選挙委託金では、この夏に実施される予定の参議院議員選挙の経費全額５０９万

５千円を計上してございます。 

 次に、一番下の表の１４款、道支出金、ここからは道支出金です。１項、１目の民生費

道負担金の１節、社会福祉費負担金の７行目の障害者福祉費負担金では、これ次のページ

にまたがりますけれども、前段の国庫負担金のところでもご説明しましたように、障害者

自立支援法に基づく自立支援給付事業に対する道費分の負担金で、説明欄の各事業の歳出

の４分の１、道は４分の１の額、５，３６７万３千円を計上しております。 
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 次に、３４ページの上の表の２節、国民健康保険基盤安定負担金につきましても同様に、

これも国庫負担金の中での説明したのと同様、国保会計に繰り出すもので１，９３５万６

千円の計上でございます。 

 その下の３節、後期高齢者医療保険基盤安定拠出金つきましては、北海道後期高齢者医

療広域連合が行う低所得者等の保険料軽減に対しまして、北海道が４分の３、市町村が４

分の１負担するもので、これも後期高齢者医療の特別会計へ繰り出すというもので、道費

分の４分の３の１，６３５万９千円の計上でございます。 

 その下の４節、児童手当負担金につきましても、これも同じように道負担分として１，

１６６万円の計上でございます。 

 その下の５節、介護保険低所得者保険料軽減負担金では、道補助分として、これも４分

の１の負担で２２万４千円の計上です。 

 次に、下の表の１４款、２項、１目の総務費道補助金では、２行目の森林環境保全整備

事業補助金として、町有林の造林・下刈り・間伐・野
や

鼠
そ

駆除の面積、全部で１９９．７ｈ

ａの事業に対する補助で１，４３３万円、下の保安林は地
じ

拵
ごしら

えに対する補助で、これ１ｈ

ａ分で２７万円を計上しております。 

 その下の２目、民生費道補助金の一番下の行の２節、児童福祉費補助金では、次のペー

ジになりますけども、上から、ちょっとわかりにくいですけども、７行目ってそこの下で

すけども、子ども・子育て支援交付金、これは国庫補助と同額の４６３万６千円を計上し

ております。 

 次に、４目の農林水産業費道補助金の農業員会の活動促進事業補助金では、これ昨年の

農地利用最適化交付金２６９万６千円が、この補助金に統合されたということから、ちょ

っと増えたように見えますけども、５７７万８千円の計上になっております。 

 その５行ほど下の農業次世代人材投資資金では、就農の初期段階の支援で５年間の資金

援助として最終年度の１件を含め、これ２件分、今度ございますんで５２５万円の計上で

ございます。 

 その２行下の北海道水利施設等保全高度化事業補助金では、昨年度までは農業経営高度

化促進事業促進費補助金の名称から変わったもので、道営畑総事業の事業費の減に伴いま

して、促進費も減額となるもので２，４３３万３千円の計上でございます。 

 その下の農業競争力基盤強化特別対策事業補助金では、道営畑総のパワーアップ分の補

助金でございまして、前段と同じく事業費の減に伴いまして１，１０９万円の計上になり

ます。 

 その下の北海道多面的機能支払い事業補助金では、地域共同で行う地域資源の質的向上

を図る活動に対して支援するものでございまして、本年度は田んぼで６１．２２ｈａ、畑

で６，０４５．６８ｈａ、草地で５４．７６ｈａ、これに対して事務費も含めて６，３８

２万３千円の計上でございます。 

 その下の２節、林業費補助金の未来につなぐ森づくり推進事業費補助金では、民有林の

人工林、これは５件、１２．２４ｈａに対する標準経費１，１８７万円掛ける１６％とい

うことで１８９万９千円を計上しております。 

 その下の５目の教育費補助金では、昨年の地域づくり交付金として青年研修所に対する

補助２，３００万円がございましたので、この分が大きく減っているというものでござい
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ます。 

 その下の６目、消防費の道補助金の地域づくり総合交付金では、災害用の備品や消耗品

などで事業費の２分の１の分を見込み４０万円を計上しております。 

 次に、下の表の１４款、３項、１目、総務費委託金の４節、選挙費委託金の知事・道議

会議員選挙委託金では、同選挙事務は年度がまたがって進められており、現在も進められ

ておりますけども、本年度は４月以降にかかる分の事務経費分３１５万７千円を計上して

いるものでございます。 

 次に、２目の民生費委託金の地域人権啓発活動活性化事業委託金では、この事業の一環

として人権の花いっぱい運動や人権啓発看板設置などの事業に対し全額充当されるもので

５５万３千円の計上でございます。 

 次に、３７ページ一番上の表の１５款、１項、１目の財産貸付収入の１節、土地建物貸

付収入の町有住宅貸付料では、これは職員住宅１６戸、それと教員住宅１９戸の家賃で５

６４万３千円を計上しております。 

 その下の土地貸付料では、町有地内の電柱、銀河線跡地利用、太陽光発電施設の用地な

どにかかる貸付料で６４万円を計上しております。 

 その下の建物貸付料では、これは、くる・ネップの事務室スペース１２７．２㎡ですけ

れども、これは商工会に貸し付けているもので、ここが３６万円の計上でございます。 

 次に、２目、利子及び配当金の財政調整基金利子では、これは備荒資金組合の超過納付

分の利息２４７万１千円を含んで、全体で２８８万９千円の計上でございます。 

 次に、２段目の表の１５款、２項、１目、生産物売払収入の町有林林産物売払収入では、

皆伐のカラマツ３，８８０㎥で２，６６５万２千円、間伐でトドやエゾマツ７００㎥の売

り払いで３５０万円、合計で３，０１５万２千円の計上でございます。 

 次に、４目の有価証券売払収入の株券売払い収入では、これは道内７空港の運営民営化

に伴いまして、女満別の空港ビルの株券譲渡による収入でございまして、これは当初購入

５万円で２０株持ってましたけども、１００万円持っていましたけども、売却時が１３万

８千円の２０株で２７６万円で売るということに決まっておりますので計上してございま

す。 

 次に、３段目の表の１６款、１項、２目の総務費寄付金では、ふるさとおもいやり寄付

金で、寄付受付サイトを従来のＪＴＢのふるぽに加えまして、さとふるの導入、昨年１１

月からしたことによりまして、寄付額の増を見込みまして２，８００万円を計上している

ものでございます。 

 次に、一番下の表の１７款、１項の基金繰入金につきましては、１目の財政調整基金繰

入金では、新年度予算の財源調整とするもので２，３６０万６千円の計上でございます。 

 次、３９ページの上の表の、一番上の表の２目、社会資本整備基金では道営山林川地区

水利施設等保全高度化事業で４，７００万円の他の３事業で９，１７７万５千円を計上し

ております。 

 次に、３目の産業後継者育成基金繰入金では、農業担い手育成事業補助金４０万円と北

大サテライト負担金１５万円で、合わせて５５万円の計上です。 

 次に、４目の地域活性化基金繰入金では、インフラサーバーの導入事業４，９６０万円

の他６本の事業で１億１，５１３万５千円を計上してございます。 
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 次に、５目の鉄道跡地整備等基金繰入金では、バス通学定期運賃補助で７００万円。 

 その下の６目の減債基金繰入金では、公債費の償還にかかる元金分４，９９９万３千円

と利息分の５０万１千円で５，０４９万４千円の計上です。 

 次に、２段目の表の１７款、２項、２目の介護保険特別会計繰入金では、地域包括支援

センターのシステム更新などがございまして、運営費が増額になったことにより、繰入金

が５５０万４千円減の６５万５千円を計上しております。 

 次に、４１ページの３段目の表、１９款、４項、１目、受託事業収入の２節、畜産担い

手育成総合整備事業収入の草地整備等事業受託金では、草地畜産基盤整備事業参加者３件

の受益者負担でございまして、３１３万円を計上しております。 

 次に、下の表の１９款、５項、５目の雑入の一番上の学校給食材料費については、小学

校から高校まで５６３人分、２，７６３万１千円を計上しております。 

 一番下の行になります。 

 重度心身障害者医療費高額療養費等では、高額療養費と高額介護合算療養費等の前年の

実績を考慮しまして２５９万２千円を計上です。 

 次のページの上の表の下から２行目になりますけれども、街路灯のＬＥＤ化事業負担金

では、これ町内会連協で管理する分のリース料で前年同額の２２万８３６円掛ける１２か

月の２６５万円を計上しております。 

 次に、下の表２０款の１項、町債になりますけども、これは１４ページの第３表で説明

しました７本の町債で、合わせて２億８，４９０万円となってございます。 

 内訳としましては、過疎債５本で１億３，０８０万円、ソフト事業の過疎地域自立促進

特別事業債１本で５，４１０万円、臨時財政対策債が１本で１億円となってございます。 

 以上で、歳入の説明を終わりたいと思います。 

○議長（上原豊茂君） 少々時間早いんですけれども、ここで休憩といたしたいと思いま

す。午前１０時３０分まで休憩といたします。 

 

休憩 午前１０時１７分 

再開 午前１０時３０分 

 

○議長（上原豊茂君） 休憩前に戻り、会議を再開いたします。 

 会場内の温度上がってきましたんで、それぞれの体調に合わせた上着の脱着をしてくだ

さい。 

 それでは続きまして、議案第７号の説明を続けていただきます。 

 副町長。 

○副町長（佐藤明美君） それでは歳出の４６ページ。 

 歳出におきましても特徴的なもののみ説明させていただきたいと思います。 

 最初に、今年は、石油価格の上昇、１９円上がっておりますけども、それや１０月から

消費税が１０％になるということに加え、今年は庁舎の維持管理業務など多くの委託業務

が３年に一度の長期継続契約の更新の時期となります。また、過去３年間で北海道におけ

る最低賃金の伸びが３年間で９％ほどございまして、多くの委託料でも人件費部分に多く

かかるもが増加になっている。これに関連しまして、資材等も値上げの傾向にあるという
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ことをご理解いただければと思います。 

 この他に、電気料では高圧を使用している施設の毎月の検針日が、毎月、何月、４月１

日、５月１日っていうような感じでしたけども、先月の月末に変更になる。１日から前の

日になるということで、本年度のみ１３か月分の電気料が発生する。検針日の違いで、そ

の分ひと月分増えるということです。これは今年だけです。庁舎をはじめ公民館、学校な

ど高圧利用の施設の電気料が消費税の税額と、この他に１か月分が増額になって増えてい

るということでございます。 

 それでは、早速、予算書の中身の説明に入ってまいります。 

 まず、１款の議会費になります。 

 １款、１項、１目の議会費の事業区分、右側の１．議員人件費の職員手当等では、昨年

度の期末手当の改正により１０万２千円増の９０１万８千円の計上となってございます。 

 その下の共済費の２行目、議員共済会負担金では、負担率が１００分の３８．２から１

００分の３６．９に下がったということから２９万６千円減の８４１万４千円の計上でご

ざいます。 

 次に、事業区分、２．議会運営費の旅費、費用弁償では、改選期にあたることから新任

議員研修会への参加と津野町への表敬訪問を含め４６万円増の１６２万４千円の計上でご

ざいます。 

 その下の需用費の印刷製本費では、主に議会基本条例の逐条解説分７５万６千円が今年

は減となったことにより１５９万４千円となってございます。 

 その下の使用料及び賃借料のバス借上料では、北海道議長会議員研修会および視察研修

に伴うもので新たに１９万９千円の計上でございます。 

 次に、４９ページ、ここからは２款、総務費になります。 

 ２款、１項、１目の一般管理費の事業区分、１．職員管理研修事業の委託料の会計年度

任用職員制度導入支援業務では、これは地方公務員法および地方自治法の改正に伴う制度

の新設によりまして、本町の新規条例および規則制定と既存条例も含めた改正事項などの

洗出しなどの業務を委託するもので１４０万７千円の計上でございます。 

 事業区分、４．総務一般管理事業の賃金、これは会計年度任用職員制度実施に先立ちま

して、期限付臨時職員賃金を人件費に振り替えたということによりまして、大きく減額の

ような形になってございます。 

 その下の普通旅費では、主に改選期に伴う津野町への表敬訪問と本年度は群馬県開催に

なる小さくても輝く自治体フォーラムへの参加などで５３万９千円増の２１３万２千円の

計上。 

 下から２行目の負担金、補助及び交付金では、昨年度は小さくても輝く自治体フォーラ

ムが本町開催だったということがございましたんで、そのことがなくなったことにより、

この交付金９０万円分が減額となってございます。 

 次に、５２ページの事業区分、６．庁舎維持管理事業の需用費の燃料費については、こ

こでは庁舎と建設課の詰所の分の灯油代で９４万円増の４０９万９千円の計上でございま

す。 

 その下の方になりますけども、委託料、これは長期継続契約の更新となります庁舎警備

管理業務では２２万３千円増の２５９万８千円の計上。 
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 その下の庁舎清掃等維持管理業務では、７４万円増の６６７万９千円の計上。 

 一番下の行の備品購入費、これ次のページにまたがりますけれども、事務用備品として、

事務用イス１１脚５０万５千円、机６台９３万２千円、掃除機４台１２万７千円、合計で

１５６万４千円の計上でございます。 

 ５４ページの中ほどの事業区分、９．情報管理事業の委託料では、新規事業として４行

目の外部施設接続業務からパソコン設定業務まで１，１６７万８千円、その下の使用料及

び賃借料の総合行政システム１，１９９万円、その下の備品購入費の事務用備品について

は５，１７６万６千円、これは平成２２年から２５年に更新した基幹系システム、それと

通信機器、インフラ機器、ネットワーク等の対応などから更新をするということになりま

すんで、また基幹系につきましては、クラウドを利用することで使用料が新たに発生する

ということになりますけれども、サーバー機器やＯＳの更新が不要となる。クラウドによ

り不要となるということで、情報セキュリティをさらに高めることになる。それとそれら

の環境の構築を行うんだというものでございます。なお、機器の更新には７か月ほど要す

ることや消費税増税前に導入を図ることを含めまして、合計で７，５４３万４千円を計上

しているものでございます。 

 次に、５６ページの上の方の事業区分、１０．各種基金積立金の財政調整基金積立金で

は、定期預金利子分と備荒資金組合超過納付分利息合わせて２５２万４千円を計上してお

ります。 

 その下のふるさとおもいやり基金積立金では、歳入のところでも説明しましたけれども、

ふるさとおもいやり寄付金と同額を積み立てるものでございまして、平成３０年度実績見

込みを基に２，８００万６千円を計上するものでございます。 

 事業区分、１１．社会保障・税番号制度整備事業の負担金、補助及び交付金の社会保障・

税番号制度システム整備負担金では、これは自治体中間サーバープラットフォームの次期

システム構築経費としまして、地方公共団体情報システム機構に対する負担金で１９７万

５千円を計上。 

 次に、事業区分、１２．人事交流事業では、平成３２年度は職員の入れ替えの次期にな

りますんで、津野町の話ですけども、なりますので、２人分の赴任旅費が発生してくると

いうことで、４１万７千円増の１２１万４千円の計上でございます。 

 次に、２目の財政管理費の事業区分、１．財政・出納一般管理事業の一番下の負担金、

補助及び交付金の指定金融機関事務取扱負担金では、本町では、昭和４０年に北見信用金

庫と指定金融機関の契約を締結したところございますけども、それ以降、庁舎内の信金派

出所の窓口の人件費および公金の手数料は信金の負担で運用されてきております。近年、

経済の低迷や低金利の影響もございまして、本町に限らず、全道的に各金融機関から手数

料や人件費の有料化が求められてきています。このことから、本町、それと北見市、置戸

町、津別町がこの辺では北見信金が指定金融となっておりますので、同一の指定金融機関

となっている１市３町で協議の上、人件費相当分の一部のみを負担することとしたもので

２００万円を計上しているものでございます。これについては、北見市はちょっと規模違

いますから、額違いますけども、置戸、津別、訓子府については同額というような計上で

ございます。 

 次に、５７ページ、４目の公有林管理費の事業区分、１．町有林管理事業の中ほどの役
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務費、これの保険料です。本年度は更新年次の箇所が少ないことから１０１万３千円減の

２６万５千円の計上となってございます。 

 その下の委託料の訓子府町有林森林認証定期審査業務では、認証期間が年明けの２月末

で切れるということから、再度、認証を受けるための経費として７１万４千円を計上して

おります。 

 その下の使用料及び賃借料の機械借上料では、平成３１年度以降の皆伐計画のある林班

の路線を中心に大型車両が入れるような道路の補修を行うもので１９５万１千円の計上で

ございます。 

 その下の原材料費では、同じくこのための切込み砂利等の資材として１５５万２千円を

計上しております。 

 次に、事業区分、２．町有林整備事業（補助）の委託料、造林業務では、これは新植で

６．７９ｈａ、地拵えで４．１４ｈａ、下刈りで３７．５４ｈａ、間伐で１４．２８ｈａ、

野鼠駆除で１２６．７７ｈａ、これらなどで２，４００万３千円の計上となります。 

 その下の原材料費では、３６林班のカラマツ１号苗の新植７．４２ｈａ、これで１万４，

８４０本で１５４万８千円の計上となってございます。 

 次に、その下の事業区分、３．町有林整備事業（単独）です。この委託料の造林業務で

は、これは皆伐で１１．２３ｈａ、野鼠２２９．８ｈａ、あと風倒木処理、それと間伐箇

所の調査が２１．８ｈａで２，３５８万７千円を計上しております。 

 次に、一番下の方になります。 

 ５目、保安林管理費の事業区分、１．保安林管理事業の一番下の行になりますけども、

委託料の暴風被害対応業務では、台風や強風などにより倒木処理等を行うもので、これは

７１万５千円の計上でございます。 

 次のページ、上から３行目、備品購入費の保安林管理用備品では、殺鼠剤散布の直営化

に伴いまして、補助申請に必要な座標付作業写真が求められることから、ＧＰＳ機能付き

のカメラ２台を購入するもので７万１千円を計上しております。ＧＰＳ機能付きのカメラ

２台、７万１千円。 

 次に、事業区分、２．保安林整備事業（補助）の、これの委託料の造林業務では、準備

地拵で１．０４ｈａ、９７万６千円でございます。 

 次に、６１ページ、次のページの一番下、一番下の７目、住民安全対策費の右側、事業

区分、１．交通安全対策事業の旅費、費用弁償では、本年度の道東ブロック研修会が正副

部長の参加のみとなることから１６万７千円減の１２８万９千円の計上です。 

 そして、次のページの一番上の行の普通旅費についても引率１名分が減額となってござ

います。 

 その下の８行目になりますけども、委託料のところです。交通安全施設等設置維持管理

業務では、町道南８線と相内線の交差点付近、南８線側にですね、横の線側に２か所の啓

発看板とエスコートラインを設置するため４８万４千円を計上してございます。 

 その下の使用料及び賃借料のＬＥＤ街路灯借上料では、これは交通安全灯７７基分のリ

ース料金で８１万３千円。 

 次に、事業区分、２．防犯等住民安全対策事業では、昨年は備品購入費で全国瞬時警報

システム、Ｊアラートっていうやつですけども、受信機の購入がございましたが、その分
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が大きく２４３万円ですけども、減額になっております。 

 次に、８目の企画費の事業区分、１．地方交通対策事業委託料の高齢者ハイヤー利用サ

ービス業務では、自己負担額の制度拡充後１年で定着が図られたことや年度途中での登録

申請が増えていることから実績から６５５万５千円を計上してございます。 

 その下の負担金、補助及び交付金のバス通学定期運賃補助では、新高校生４１名、現高

校生６８名、１０９名分をみて１，１７０万７千円の計上でございます。 

 次に、６６ページの中ほどの事業区分、４．まちづくり推進事業の報酬のまちづくり推

進会議委員では、これは条例に基づきます２４名の委員の会議３回分、部会が８名で３回

分、計４回開催の４０万８千円を計上しております。 

 ８行ほど下の方になりますけども、負担金、補助及び交付金の空き家活用定住対策補助

金では、平成２７年度から３０年度までの分で２２件で７８３万６千円を計上しておりま

す。 

 その下の事業区分、下の方ですけども、５．ふるさとおもいやり寄付推進事業の報償費

寄付者謝礼では、これ歳入のところで説明しましたけども、寄付額２，８００万円、返礼

率３０％、これで８４０万円を計上してございます。 

 その下の役務費の通信運搬費では、返礼品の配送料で２，６５０件を見込んで、平均１，

５００円相当で見込んでおりますけども、３９７万５千円、２，６５０件分です。 

 その下の手数料は、事務手数料とオプション手数料で、ＪＴＢふるぽ、ＪＴＢの方で２

１２万８千円、さとふるの方で１８０万９千円、合計３９３万７千円の計上です。 

 次に、６７ページ、下の表、２款、２項、１目の税務総務費の事業区分、１．固定資産

評価事業の下の方になりますけども、委託料の固定資産税標準地鑑定評価業務で、平成３

３年評価替えに向けた４８地点の不動産鑑定士の調査を行うもので２７５万９千円を計上

してございます。 

 次に、６９ページの上の表の２目、賦課徴収費の事業区分、１．賦課徴収事業の委託料、

エルタックスシステム保守運用業務では、この中に新たに新規システムの更新および改修

費３５万７千円が含まれますので１０４万７千円の計上となってございます。 

 その下のコンピューター改造業務では、税制改正による住民税システム改修で４５万６

千円、地方税の共通納税システム構築業務で２２６万７千円で合計２７２万３千円の計上

でございます。 

 その下の負担金、補助及び交付金の地方共同法人地方税共同機構負担金では、昨年まで

の地方税電子化協議会から移行したもので１０万２千円を計上しております。 

 その下の償還金利子及び割引料の還付金及び還付加算金では、これは実績を勘案して５

０万円増やし、１５０万円の計上でございます。 

 次に、７１ページ、２款、４項、２目の知事・道議会議員選挙費では、歳入のところで

も説明しましたけど、選挙事務は年度をまたぐということがありますので、本年度分は４

月以降の事務に係る経費の分だけを計上しているものでございます。 

 次に、７５ページ、真ん中の表です。 

 ２款、５項、１目、統計調査総務費の事業区分、１．各種統計調査事業では、報酬で農

林業センサス指導員および調査員で、これは２８名分、８８万４千円、それと本年度は経

済センサスの基礎調査がございますので、調査員１人で１２万４千円、工業統計の調査員
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１人で９千円、合計で１０１万７千円の計上でございます。 

 その下の賃金につきましては、農林業センサスにかかる臨時の賃金で１０日分を見込ん

で６万５千円の計上でございます。あと以下につきましては、各種統計の事務費というこ

とになります。 

 次に、一番下の表の２款、６項、１目の監査委員費の事業区分、１．監査委員運営費の

旅費、費用弁償では、本年度は全国町村等監査委員研修に出席を含め３１万４千円増の５

２万１千円となってございます。 

 次に、７９ページ、ここからは民生費になります。 

 ３款、１項、１目、社会福祉総務費の事業区分、１．重度心身障害者医療費助成事業の

役務費の手数料では、医療費の請求事務がレセプトとの併用ができることになったことか

ら５７万２千円減の２４万４千円の計上でございます。 

 その下の扶助費の医療費助成では、これは実績額での助成件数が減っているということ

がございまして、２７２万４千円減の９９３万６千円の計上。 

 その下の、事業区分、２．国民健康保険特別会計繰出金では、主に国民健康保険制度の

都道府県化に伴いまして、前々年度保険給付実績による各種納付金を算定した結果に基づ

きまして、主に保険税の軽減分と保険者支援分が増えたということがございまして、２９

６万１千円増の４，３３７万円の計上でございます。 

 次に、事業区分、５．社会福祉協議会活動費助成事業の負担金、補助及び交付金の社会

福祉協議会活動費補助金では、主に居宅介護システムの更新に伴いまして、３４８万６千

円増の２，２８２万８千円の計上となっています。 

 次、８２ページの事業区分、８．障害者等福祉事業の委託料、除雪サービス事業では、

これは対象者が、除雪ですけども、対象者が町内会で４、実践会で１世帯の１５万８千円

を計上しているものでございます。 

 その下の障害者外出支援サービス事業では、月平均５件の利用を見込み３万５千円を計

上しております。 

 その下の配食サービスでは、延べ年間４７７食を想定し３８万２千円を計上しておりま

す。 

 その下の扶助費の重度身体障害者交通費助成では、タクシーチケットで対象者３０名の

７０％見込み、それと給油チケットでは対象者７１名、これは１００％見込んでおります

けども、１２６万８千円を計上しております。 

 次に、事業区分、１０．自立支援サービス事業の委託料の障害福祉事務処理システム改

修業務では、これはＯＳのサポート期限が平成３２年１月末となっていることから更新す

るものでございまして５４万２千円、その下の備品購入費の事務用備品では、これに合わ

せて老朽化したハード機器を更新するというもので３２万３千円の計上です。 

 一番下の扶助費の介護給付費では、主に生活介護の人数１人増と重度訪問介護と短期入

所の単価が上昇したということがございまして、６７９万２千円増の１億１５７万６千円

の計上です。 

 その下の訓練等給付費では、各支援単価が上昇したことによりまして、３９３万６千円

増の８，９９６万円の計上になります。 

 その下の自立支援医療給付費では、人工透析の患者が１名増えたことによりまして１５
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万円増の２５４万１千円の計上になります。 

 次のページの一番上の行、特定障害者特別給付費では、施設に入所している低所得者を

対象に食費と光熱費に対しての給付を行うもので、これ単価増によりまして、１５名分１

６２万円増の４１４万円の計上でございます。 

 それとグループホームに入居する低所得者への家賃補助で人数が２６人分で２９６万円、

それらを合わせて合計で７１０万円の計上となってございます。 

 その下の高額障害者福祉サービス等給付費では、単価減により４０万円減の１７２万４

千円の計上。 

 その下の補装具費では、過去５年間の平均により算出しまして１９５万円の計上と。 

 その下の療養介護医療費では、病院等における医療介護に要する費用で４人分です。４

人分で２６８万４千円。 

 その下の相談支援給付費では、利用者が１８６件に増えたことによりまして７７万９千

円増の３６４万４千円の計上となります。 

 その下の障害児通所給付費では、児童発達支援の放課後デイの利用者増により６７万２

千円増の２３５万２千円の計上です。 

 その下の障害児相談支援給付費では、支援利用計画を作成する件数が４３件から５０件

に、また単価が２万１千円から２万３千円に値上げになったことから２４万７千円増の１

１５万円を計上しております。 

 次に、事業区分、１１．地域生活支援事業の委託料の移動支援事業では、屋外などでの

移動が困難な障がい者に対して外出時の支援を行うものでございまして、身体介護６名、

身体の介護なし６名、これらの利用回数が３９０回と増えたことによりまして８８万６千

円増の２４３万４千円の計上です。 

 その下の負担金、補助及び交付金の手話奉仕員養成研修事業負担金では、これは北見市

で行われるます手話講座に町民を派遣するものとして２万４千円を計上しております。 

 その下の扶助費の身体障害者自動車改造費助成では、これは１件分の想定で１０万円の

計上。 

 日常生活用具給付費では、これは５年平均額で積算しまして１２４万８千円でございま

す。 

 その２行下の訪問入浴サービス費助成では、公的制度を利用しても自宅の浴槽で入浴で

きない障がい者に対して週２回までの利用を上限として、１名分ですけども、１３６万８

千円を計上しております。 

 次に、事業区分、１２．地域人権啓発活動事業では、これは先ほど収入のとこでござい

ましたけども、人権に関する法律に基づき、これ法務省が行う啓発事業で、地区別に輪番

制で行うことになっていますんで、本年度は本町が割り当てされたということで、その事

業として、需用費の消耗品費では「人権の花・花いっぱい運動」を行うものとしまして、

小学校やこども園などで植える花の苗８００本、それと培養土、３０万５千円。 

 その下の役務費の手数料では、啓発看板５基分で２１万１千円。 

 その下の備品購入費の図書では、図書館内に人権図書のコーナーを設けるものとして２

７冊分４万１千円を計上しておりまして、これは全額国の補助、１００％補助となります。 

 次に、８６ページ、これ上の方の事業区分、３．居宅介護支援事業の負担金、補助及び
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交付金の居宅介護支援事業費補助金では、昨年度はシステム更新と車両購入で１６９万３

千円がございましたけども、その分で大きく減額となり、８５１万円の計上となってござ

います。 

 その下の訪問介護支援事業費補助金では、これは介護件数が減ったことによりまして、

この事業の歳入の減７７万１千円、人件費で９０万６千円の増、差し引き１９７万円増の

１，１６２万７千円の計上でございます。 

 次に、その下の事業区分、４．老人保護措置事業の老人福祉施設措置費では、老人ホー

ム入所者の措置費で現在入所者１人、それに新規分を見込んでおりますけども、それを含

めて２８３万９千円の計上でございます。１人分は見込みです。入るだろうという予測で

す。 

 次に、その下の事業区分、５．高齢者在宅サービス事業の需用費、修繕料では、これは

耐用年数を迎える火災センサー、それと煙のセンサー、これの大部分の交換が昨年完了し

たことから５７万８千円減の２４万７千円の計上です。 

 これ委託料のショートステイ事業では、訓子府福祉会と置戸の緑清園の実績を見込みま

して１５２万７千円の計上です。 

 その３行下の移送サービス事業では、訓子府ハイヤー利用の昨年度実績を勘案し３５万

６千円減の２７６万３千円の計上です。 

 その下の除雪サービス事業では、過去３年間の出動回数の平均で町内会・実践会ともに

１１回を見込んでおりますけども、町内会の除雪単価が上がっていることから４万９千円

増の１１３万５千円の計上でございます。 

 その下の配食サービス事業では、これは利用者の増により４，１８２食を見込みまして

３３４万６千円の計上です。 

 その２行下、災害弱者緊急通報装置端末設置、それと撤去、これでは、設置、撤去共に

６台分を見込みまして２７万円の計上。 

 その下の災害弱者緊急通報装置通信相談業務とその下の災害緊急通報装置機器保守業務

では、これ実績を勘案して４０台分を見込みまして、それぞれ減額で計上してございます。 

 その下の扶助費の高齢者住宅改造費助成では、３件分の見込みで前年と同じく５４万円

を計上しております。 

 次に、事業区分、６．介護保険特別会計繰出金では、事務費の内、予備費を今年度から

廃止したことに伴いまして、２１２万２千円減の８，２１０万円の計上でございます。 

 次に、事業区分、７．介護予防支援事業の委託料のサービス計画、ケアプランの作成業

務ですけども、要支援者の内、介護保険特別会計地域支援事業で対象となるものが増えた

と。それと本事業では２６４件に減少したということがあって、また運動指導業務の実績

がないことから、これを廃止したということをあわせて、全体で３８万９千円減の１０５

万２千円の計上であります。 

 次に、事業区分、８．後期高齢者医療費では、これは平成２９年度の給付費に対する負

担額割合実績により総医療費が増えたことによりまして、８０６万６千円増の８，１００

万６千円の計上でございます。 

 次に、下の方の事業区分、９．後期高齢者医療特別会計繰出金では、基盤安定化負担金

および広域連合事務費、昨年度のシステム改修に伴います市町村事務費の減などにより２
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１０万８千円減の２，７７８万６千円の計上でございます。 

 次に、３目の温泉保養センター費の事業区分、１．温泉保養センター管理運営事業の需

用費の修繕料では、これ自販機室の流し台の修繕、それと浴室のコーキング修繕などを見

込み８８万８千円を計上しております。 

 次のページの上の表の中ほど、上の表の中ほどになります。委託料、委託料のところの

２行目、清掃管理業務では、長期継続契約の切り替えの時期になることから、人件費高騰

分と消費税分を見込み８２万８千円増の１，２５５万７千円の計上となります。 

 次に、下の表の２項、１目、児童福祉総務費の事業区分、１．こども医療費助成事業扶

助費では、医療費助成では、これは実績の件数の増によりまして、３０万円増やして１，

５１８万円の計上でございます。 

 次、一番下の方の事業区分、２．子育て支援事業の、これ次のページになりますけども、

４行目、５行目、負担金、補助及び交付金の広域入所負担金では、北見市への委託入所で

１名分を見込んでおり、１名分で１０７万円の計上。 

 次に、２目のひとり親福祉費の事業区分、１．ひとり親家庭等医療費助成事業の扶助費

医療費助成では、これは月平均７０件を見込んで２００万４千円を計上しております。 

 次に、３目の児童措置費の事業区分、１．児童手当支給事業の委託料、児童手当システ

ム改修業務では、これはＷｉｎｄｏｗｓ１０の対応のシステムに改修するもので１１万３

千円。 

 その下の扶助費の児童手当費では、これは０歳から３歳まで、延べ１，１３０人、これ

が単価が１万５千円、３歳以上から小学生までの１子、２子、これが延べ３，２１０人、

これ月の単価が１万円、同じく３歳以上の小学生までの第３子以降分が延べ７００人、こ

れ月単価１万５千円、中学生が延べ１，１４０人、これは月１万円、それと所得制限以上

が延べ６００人、これは月単価５千円、これら合計しますと７，３９５万円という計上に

なります。 

 次に、一番下の４目の児童センター費、ここの一番右側、事業区分、１．児童センター

運営事業の賃金の２行目、代替放課後児童支援員では、利用者が増える傾向にあることか

ら混雑を緩和するために、屋外の活動対応の短期臨時員を雇用することとし４２万１千円

増の２５５万１千円。 

 その下の特別支援員では、発達障害児が増加傾向にあることに加え、新たに１名増える

ことがございまして、支援員を１名増員するために４０２万５千円を計上しております。 

 次のページの１０行目ぐらいになりますかね、備品購入費、施設用備品では、これは加

湿用空気清浄機１台と事務用備品で、事務机、イス、ロッカー各１台ずつ、１７万１千円

の計上でございます。 

 以上、次、ここからは９５ページ、ここからは４款の衛生費になります。 

 ４款、１項、１目の保健衛生総務費の事業区分、１．地域医療対策事業の報償費、地域

医療報償金では、前年同様、訓子府クリニックおよび湯本歯科医院に対して地域医療確保

や協力に対する報償として前年同額の１，１１６万円の計上でございます。 

 その下の、負担金、補助及び交付金の在宅当番医制運営事業負担金では、１市２町で構

成するこの事業の負担金で、本町負担１５万円を計上。 

 その下の北見地区医療問題協議会負担金では、北見歯科医師会の助成と看護学校生徒の
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就学奨励支援、協議会の運営費で１３万円を計上。 

 次に、事業区分、２．乳幼児健康診査事業の扶助費、新生児聴覚検査費助成では、これ

新しいんですけども、検査機器が新しく開発されたことによりまして、道より実施依頼が

あったこともございまして、初回検査５千円で３５名分、３５名分の５千円、１７万５千

円を計上してございます。 

 次に、事業区分、４．妊婦健康診査事業の委託料、健康診査委託料業務では、妊婦２７

人と新たに国の補助事業を活用した産後２週間検診と１か月の産婦一般検診の創設で、産

婦３０人を見込んで２７６万２千円を計上しております。 

 その下の産後ケア業務では、生後１年以内のハイリスク産婦・乳幼児を対象に北見市内

の産院に委託するものでございまして、５人、１回４，８００円、これ５回分を見込んで

１２万円を計上しております。１回４，８００円で５人分と。 

 その下の健康管理システム改修業務では、母子保健情報の利活用推進に伴うシステムを

国の指導により他の自治体と同じものを導入するというもので１０６万８千円を計上して

おります。 

 次に、一番下の行の事業区分、５．保健福祉事業、これ次のページにいきますけども、

一番上の行になります。扶助費、精神障害者等通院交通費助成では、交通費の２分の１を

助成するもので、これ該当者１６人分を見込んで３０万円を計上。 

 同じくその下の特定疾患患者等通院交通費助成では、これは９人を見込んで２０万円の

計上。 

 その下の訪問看護利用者交通費助成、これは利用者１５人分を見込んで、１８万の計上

でございます。 

 次に、中ほどの事業区分、７．水道事業助成事業では、昨年度は出資金２，４７２万５

千円がありましたけれども、その分が大きく減額となっているものでございます。 

 そこのとこの、それの負担金、補助及び交付金の水道事業会計補助金では、４事業の起

債償還に対する補助２，０３５万２千円と職員給および法定福利分８２７万６千円で合計

２，８６２万８千円の計上となってございます。 

 その下の繰出金の水道事業会計繰出金では、平成３０年度借入の元利償還にかかる繰り

出し１８万８千円と児童手当にかかる繰り出し１２万円で合計３０万８千円の計上となっ

ております。 

 次に、事業区分、８．特定不妊・不育症治療費助成事業の扶助費、特定不妊治療費助成

では、２組の１回分３０万円を計上しております。２組、１回分。 

 その下の不育症治療費助成では、これも１組１回分１０万円です。１組１回分１０万円。 

 次に、事業区分、９．未熟児養育医療費助成事業の扶助費、未熟児養育医療費助成、こ

れは２人、２か月で４０万円の計上。 

 次に、事業区分、一番下、１０．発達支援事業の次のページになります。上から２行目

の委託料、北見市子ども総合支援センターきらり発達支援事業では、これは通園児童が減

ったことによりまして１４４万５千円となってございます。 

 その５行下になります。扶助費、これも同じく、北見市子ども総合支援センターきらり

の通園費助成で、これは８名分みておりますけども、１３万２千円。 

 次に、２目の予防費、事業区分で１．健康診査事業の一番下の行の委託料になりますけ
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ども、後期高齢者分で１０３名で８５万２千円、それと町民の一般分６５名、これで５１

万３千円、これ合わせまして１３６万５千円の計上となってございます。後期で１０３名、

町民で６５名。 

 次に、事業区分、２．予防接種事業の委託料、予防接種業務では、高齢者のインフルエ

ンザ予防接種で１，１８８人、これが３２０万１千円、成人用肺炎球菌予防接種で４３人

の２４万４千円、合わせて３４４万５千円の計上です。 

 次に、事業区分、３．検診・検査事業の委託料の検診業務では、胃がん検診で、これは

５５０人３６１万４千円、ピロリ菌検査で１００人３２万７千円、肺がん６３０人９９万

６千円、肺ヘルカルＣＴ５０人、これで４３万円、大腸６３０人８５万５千円、前立腺が

ん２１０人、これで５１万２千円、乳がんで集団検診が１３０人、個別が４０人、これら

を合わせて９７万１千円、子宮がん、これは集団検診が２８０人、個別検診が１００人、

で合わせて１６０万９千円、骨検査。これは８０人１６万５千円、エキノコックス１００

人１２万５千円、最後になります。肝炎ウイルス３０人で１０万１千円、これら総合計で

９７０万５千円ということになります。 

 次に、事業区分、４．健康相談・健康教育事業の報償費講師謝礼では、健康月間事業お

よび食生活改善推進員養成事業の講師個人などへの謝礼で１７万６千円の計上です。 

 次に、１０２ページ、真ん中ぐらいになりますか、事業区分、６．子ども予防接種事業

の委託料、予防接種事業では、各予防接種において接種人数が減ったということから３７

万２千円減の５６８万６千円の計上。 

 次に、一番下の３目、本当に一番にあります。環境衛生費の事業区分、１．葬祭場維持

管理事業の需用費、これ次のページになりますけども、上から３行目、修繕料、火葬件数

の増に伴いまして、五徳の交換、それから収骨室の灯具、明かり、灯具、機械室の照明な

どの修繕で４４万４千円の計上。 

 その下の委託料の維持管理業務では、これは長期継続契約の中途でありますけども、消

費税の変更に伴うことがございまして、１０月以降分にかかる分が変更になるということ

で３０万６千円増の３６９万３千円の計上でございます。 

 その下の事業区分、２．墓地維持管理事業の下の方の使用料及び賃借料、それと原材料

費では、墓地内道路や駐車場の砂利が減ってきているということがございまして、整備す

るという経費がそれぞれ計上しているものでございます。 

 １０５ページ、４款、２項、１目、塵芥処理費の事業区分、１、下の表になりますけど

も、塵芥処理事業の需用費、消耗品費では、埋めるごみ袋と燃やすごみ袋については２年

間分を隔年で買っておりますけども、本年は燃やすごみ袋１８万８千枚を購入するもので

１１９万９千円増の３６３万３千円を計上しております。 

 その下の修繕料では、主に町の廃棄物処理場の汚水処理機械の修繕をするもので４２万

４千円の計上。 

 その５行ほど下の方の委託料、一般廃棄物収集運搬業務の二つについては、３年間の長

期継続契約で本年更新の年になるものでございます。 

 その下の生ごみ処理業務では、置戸堆肥供給センターでの生ごみ処理で、前年同様、年

間１９０ｔを見込んで３１０万７千円を計上しております。 

 その下の可燃ごみ処理業務では、北見市の廃棄物処理場で焼却処理実績を勘案し４５０
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ｔ、処理単価が２万９，５９４円を見込んで１，３３１万８千円を計上しております。 

 その下の資源ごみ処理業務では、留辺蘂のリサイクルセンターでの処理での留辺蘂外２

町の負担割合で５７２万３千円、それと北見市廃プラ処理センター分は３１ｔで２７１万

１千円、これら合わせまして８４３万４千円を計上しております。 

 その下の粗大廃木材等の処理業務では、家庭用の廃木材で破砕処理量が７０ｔを見込み

まして９１万６千円。 

 その下の廃棄物処理場技術管理業務では、弥生にございます旧ごみ処理場の閉鎖までの

間の汚水処理の管理で原水のＳＳ濃度測定検査、鉄分の検査を１か所減らしたことから、

それと消費税の上昇分を含んで、差し引き９万円減の４３１万７千円の計上でございます。 

 一番下の負担金、補助及び交付金の北見市外２町一般廃棄物広域処理負担金では、最終

処分場整備および運営事業償還でございまして、平成３１年より運転の期間を１５年間延

長するということから、新たに契約を見直したものでございまして、本町分均等割３０％、

人口割３０％、稼働割が４０％、これらで計算しますと２，４３２万７千円、それとアド

バイザリー等の業務５６万７千円、これら合わせまして２，４８９万４千円の計上でござ

います。 

 次に、一番下の２目、し尿処理費の事業区分、１．し尿処理事業の委託料、スクラムミ

ックス事業し尿等処理委託料では、これは応益割負担率が１４．４７％１，１０６万９千

円、地方債償還負担分が１０２万４千円、そして昨年、常呂自治区の加入によって減った

分７万６千円、合計で１，２０１万７千円の計上でございます。 

 その下の事業区分、２．し尿処理施設整備事業の負担金、補助及び交付金のし尿処施設

整備事業負担金では、スクラムミックス事業の施設整備に係る北見市および置戸町借入金

に対する本町の負担分で１１４万８千円の計上。 

 次に、１０９ページは５款の労働費になりますけども、これは昨年度と大きく変わって

おりませんので省略したいと思います。 

 １１１ページ、１１ページからは６款の農林水産業費になります。 

 まず、６款、１項、１目の農業委員会費の事業区分、１．農業委員会運営費の旅費では、

昨年度は委員の道外研修がございましたので１７７万９千円減の９０万１千円の計上でご

ざいます。 

 次に、１１３ページ、真ん中ほどの、３目、上の方の３目ですけど、農業振興費の事業

区分、１．農業施設維持管理事業では、一昨年、堆肥供給センターで購入したホイールロ

ーダにかかる需用費と役務費の手数料が新たに出てきているものでございます。 

 事業区分、２．農業振興事業の負担金、補助及び交付金の一番下の麦作振興会コンバイ

ン整備資金利子補給では、これは導入にあたり、農協から借り入れした資金の償還に対す

る利子補給分２３万２千円の計上でございます。 

 次に、事業区分、３．農業後継者育成事業の委託料、くんねっぷ農業未来づくり試験委

託業務では、玉ネギに関する極早生品種等の早期出荷のための実用的な技術体系に向けた

研究を行うというもので、昨年度から３年間の委託で１００万円を計上してございます。 

 次のページの事業区分、７．農業次世代人材投資事業の負担金、補助及び交付金の農業

次世代人材投資資金では、独立・自営就農を行おうとする青年就農者の初期段階の経営に

対する給付金でございまして、二つの経営体５２５万円で全額道費の負担、これは先ほど



 - 24 - 

歳入のところでもご説明したとおりでございます。 

 次に、４目、畜産業費の事業区分、２．畜産振興事業での委託料、畜産担い手育成総合

整備事業では、本年度は農業者の草地整備で３件、１１．３４ｈａ、３件で１１．３４ｈ

ａ、測量が１．７ｈａ、これを行うもので、これは公社への委託費として４７７万９千円

の計上です。 

 次に、１１７ページ、５目、農業基盤整備事業費の事業区分、１、一番上になりますけ

ど、農業基盤整備事業の負担金、補助及び交付金の北海道土地改良事業団連合会負担金で

は、会員割の一般賦課金で４万円、事業費割、特別賦課金で町負担の線事業５件で１１５

万１千円、合計で１１９万１千円を計上しております。 

 その下の道営訓子府北西水利施設等保全高度化事業負担金では、面工事として、区画整

理１０．６ｈａ、区画１０．６、暗渠排水１３．１、暗渠１３．１、そのほか、土層改良

とか補償工事などで、事業費が５，７００万円、対しまして、負担金９６９万円の計上で

ございます。 

 その下の道営柏丘北地区農地整備事業、これ一般農道です。７線です。この負担金では、

道路の改良・舗装工事で改良が１，２００ｍ、改良１，２００、舗装６２０ｍ、そのほか、

用地補償で、これ事業費としまして２億６，６００万円、負担金が５，９８５万円でござ

います。 

 その下の道営訓子府川南地区水利施設等保全高度化事業負担金では、区画整理２０ｈａ、

暗渠１ｈａ、土層改良２ｈａ、そのほか、測量試験と用地補償、総事業費が１億５，７９

０万円に対しまして、負担金と営農用水測量試験、それと用地補償等に対しアロケーショ

ン分が８，７５０万、これに対する負担金が１，４８７万５千円と単独分が７４０万円、

これら合計しますと４，９１１万８千円ということになります。 

 その下の道営山林川地区の水利施設整備事業（基幹水利施設整備）負担金では、これは

改良が４００ｍ、山林川です。測量試験補償などで事業費が３億５千万円、これに対し負

担金７，８７５万円の計上です。 

 その下の道営訓子府北東地区水利施設等保全高度化事業では、これは穂波川の排水工事

の測量試験と用地補償、面工事では区画整理が７ｈａ、暗渠排水４ｈａ、それの測量試験

と用地補償で事業費６千万円に対し負担金１，０２０万円の計上と。 

 その下の道営訓子府中央一期地区水利施設等保全合理化事業負担金では、これは面事業

で区画整理が１０ｈａ、土層改良が１ｈａ、あと測量試験と用地補償、それで４，０５０

万円、負担金５０６万３千円。 

 また、この用水路工事の６６３ｍと測量試験と用地補償の事業費、これ２億８，１００

万円に対する負担金は、負担金分は土地改良区の負担ということになります。 

 その下の道営訓子府中央二期地区水利施設等保全合理化事業負担金では、これは面事業

で区画整理２７ｈａ、土層改良０．３ｈａ、あと測量と用地補償ということで、１億３，

４８０万円、これに対し負担金１，６８５万円の計上と。 

 またこれも同じように、用水路の３００ｍの測量試験と用地補償費、１億７，３７０万

円に対する負担金については、事業費に対しての土地改良区分の負担としては、後は土地

改良区の負担となるという意味です。 

 その下の道営置戸地区水利施設等保全高度化事業負担金では、置戸町で行われておりま
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す道営事業の本町からの参加者２名ございますけども、それの暗渠排水測量試験５．１ｈ

ａの、これパワーアップの事業分の負担額で４万３千円を計上しております。 

 その下の北海道水利施設等保全高度化事業負担金では、農業経営高度化促進事業促進費

負担金から、これ名称は変わりましたけども、内容は同じでございまして、中央一期・二

期地区の用水路整備事業４億５，４７０万円に対する促進費に加え、道と町のパワーアッ

プ分を合わせて訓子府土地改良区へ負担すると。経由して土地改良区が負担すると考えて

もらえればいいと思います。１，３０２万５千円を計上しております。 

 その下の事業区分、３．下水道事業特別会計繰出金では、下水道会計の収支不足に対し

繰り出すもので８，９７３万円増で９，８０２万７千円の計上となっております。 

 その下の事業区分、集落営農活動支援事業の負担金、補助及び交付金の多面的機能支払

交付金事業補助金では、これは先ほども言いましたんで、もう１回言いますね。本年度の

対象面積、田んぼ７５％のやつが６１．２２ｈａ、田んぼの７５％分が６１．２２ｈａ、

これ単価がヘクタール当たり３万７，４００円、畑７５％の単価分が５，９９０．３７、

５，９９０．３７で１万３，６００円、同じく畑の１００％単価では５５．３ｈａ、これ

がヘクタール１万４，８００円、草地、これ７５％分の単価で５４，７６ｈａ、これ単価

が２，２００円、これら合計しますと８，４６９万８千円の計上ということになります。 

 次、１１９ページ、７目の牧場費の一番下の方の事業区分、２．牧場管理運営事業、こ

れ次のページにまたがりますけども、次のページの６行目、需用費、消耗品になります。

これは主に牛群分類用の首にぶら下げるネックプレートの更新４００枚で５２万３千円が

増額となっておりますので６８９万７千円を計上しております。 

 一番下の備品購入費では、これは老朽化している洗濯機１台１０万２千円を計上してご

ざいます。 

 次のページ、１２３ページの６款、２項、２目の林業振興費の事業区分でいけば、事業

区分、１．有害鳥獣駆除事業、一番下の方の委託料のエゾシカの残滓
ざ ん し

処理業務、これは残

滓の運搬と処理目標頭数２００頭を見込んで１７９万５千円を計上しております。２００

頭分です。 

 下の方の負担金、補助及び交付金の訓子府鳥獣被害防止対策協議会負担金では、これは

くくり罠１０個購入、１０個、それと狩猟免許２名、わなの免許５名、それから箱わな２

名、先ほど言いましたエゾシカ捕獲分２００頭、これで１０７万１千円を計上しておりま

す。 

 その下の事業区分、２．民有林振興事業費の負担金、補助及び交付金の民有林振興事業

費補助金では、造林が１２．２４ｈａ、民有林ね。除間伐３０．４で３３３万円を計上し

ております。 

 次に、商工費につきましては、昨年と大きく変わっておりませんので省略しまして、１

２７ページ、土木費、８款、土木費。 

 まず上の表、１項、１目の土木総務費の事業区分、１．土木一般事業では、これ一般的

な旅費や需用費、土木システム借上料といった事務的な経費は昨年まで道路新設改良費に

計上しておりましたけども、最近は事業自体ストックマネジメントが主流となっているも

んですから、道路新設改良費がない、科目がなくなったという状況から、事業がなくなっ

たという状況から土木総務費に統合したというものでございます。 
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 それで下の表の８款、２項、１目の車両運行管理費の事業区分、２．車両運行管理事業

の需用費、車両消耗品とその下の車両修繕料はタイヤ購入費の減と実績を勘案し１８６万

円減の１８１万円の計上でございます。 

 事業区分、３．除雪車両運行管理事業の需用費、車両消耗品についても実績等を勘案し

５０万８千円減の２９２万２千円の計上でございます。 

 その下の車両修繕料では、今年は車検の台数が多いことから１３４万円増の３９５万円

の計上です。 

 次のページ、上から５行目、これは自動車重量税につきましても車検に伴うもので４８

万増の５７万１千円の計上。 

 次に、下の表になります。 

 ３項、２目、道路維持費の事業区分、１．町道維持管理事業の需用費の次のページの、

次のページになりますけども、上から２行目の修繕料、これは北栄南１１線ほか３本と市

街地の舗装補修を計画的に進めるほか、歩道や縁石などの地域要望の修繕、さらに区画線

の補修、側溝補修などで１００万円増の２，０５０万円を計上してございます。 

 その４行下の委託料の道路側溝清掃業務では、本年度は市街地区の西側および実践会地

区の管渠清掃を行うものでございまして４３２万７千円を計上しております。 

 次に、一番下の表の４項、１目、河川総務費の事業区分、１．河川維持管理事業の、次

のページの真ん中、真ん中といいますか、使用料及び賃借料の機械借上料では、市街地区

の普通河川の土砂上げや実践会地区の雑木の処理、さらには２８年度に被害を受けた河川

の未実施個所などのための機械借上料として４８５万１千円を計上しているものでござい

ます。 

 次に、下の表になります。 

 ５項、１目、公園費の事業区分、１．レクリエーション公園維持管理事業の需用費の修

繕料では、公園内の排水トラフの修繕、それと藤棚の修理、噴水施設修理などで３０４万

円の計上。 

 一番下の行の委託料、これは次のページの８行目、高圧ケーブルってやつですね、高圧

ケーブルの絶縁診断業務では、これ受電柱からスキー場まで、電気出るところからスキー

場までの間の漏電調査で１２万５千円を計上してございます。 

 その下の方になります。原材料費の修繕原材料では、今年は芝桜の苗木１万３，３００

鉢、ラベンダーの苗４００鉢、２１７万４千円を計上してございます。 

 その下の備品購入費の維持管理用備品では、これは自走式の芝刈り機１台６１万６千円

を計上しております。 

 次に、１３７ページの６項、１目、住宅管理費の事業区分、１．町営住宅維持管理事業

の需用費の消耗品費では、１０年を経過した火災報知器を交換するもので２８８戸６９７

台、事業費で２７８万８千円増の２９８万８千円となってございます。 

 その下の修繕料では、退去時の床やふすま張替などで４００万円、雨漏りや水漏れなど

の一般修繕で１２０万円、ストーブ分解整備、ボイラー修繕でなどで１０８万円、合計で

６４０万円を計上しております。 

 下の方の備品購入費の住宅用備品では、公営住宅の一部の備付備品であるストーブ、変

な言葉ですね、公営住宅の一部って、公営住宅に備え付けの備品でありますストーブおよ
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びボイラーの経年劣化による修理不能と前年の実績などを考慮しましてストーブ７台、ボ

イラー５台を購入するものとして１０７万増の１９５万円を計上しております。 

 次に、２目の住宅建設費の事業区分、１．幸栄団地整備事業の委託料、幸栄団地公営住

宅改修工事実施設計業務では、昭和５８年建設の１棟４戸で１７６万７千円。 

 その下の工事請負費の幸栄団地公営住宅建設工事では、木造平屋建て２ＬＤＫ１棟４戸、

駐車場１４台分、１棟４戸で１４台分、８，６５０万円の計上。 

 その下の幸栄団地の公営住宅改修工事では、昭和５８年建設の１棟４戸の内部改修で断

熱窓の取り替え、それと３か所の給湯、ユニットバスなどで２，７００万円の計上。 

 その３行下になりますけども、補償、補填及び賠償金の動産移転料では、住宅の移り替

え１０戸分を見込み９０万円、１戸９万ですから９０万円。 

 次、１４１ページ、ここからは、９款の消防費になります。 

 ９款、１項、１目、消防組合費、これ総体では、３５４万９千円増の１億８，２２３万

８千円となりますけれども、その主な原因につきましては、１８７ページをお開き願いた

いと思います。 

 １８７ページの３款、１項、３目、訓子府消防支署費の事業区分、１．職員給与費では、

職員の給与改定と人事異動による差額でそれぞれ減額となってございます。 

 その下の事業区分、２．消防行政一般経費の旅費、普通旅費では、昨年は新規採用職員

の消防学校派遣がございましたので、その分の４４万４千円減で３８万８千円の計上とな

っております。 

 その下の消耗品費では、主に新規採用職員の制服一式分３７万９千円分が減で１０２万

５千円の計上となっております。 

 その下の役務費の手数料では、昨年は主にＢ型ワクチン接種と救急ワークステーション

研修に際し、各種感染性の抗体検査分６名分を計上しておりましたが、委託料の科目替え

のために５４万円減の５万円という形になってございます。 

 その下の委託料では、今ございました科目替えしたＢ型ワクチンとワークステーション

の研修のための接種１名分で２２万４千円増の３４万５千円となっております。 

 下の方の負担金、補助及び交付金の負担金では、昨年は２人分の大型自動車免許取得に

要する経費が、今年はありませんので、４２万３千円減の２０万４千円の計上と。 

 次に、１９０ページの事業区分、６．消防業務費では、昨年は備品購入費で空気呼吸器

４器を更新し、１１５万３千円がございましたので大きく減ってございます。 

 次に、事業区分、７．救急業務費の委託料では、主に昨年度の気管挿管病院研修１名が

経費分２９万４千円が減っておりますので３万４千円の計上となってございます。 

 その下の備品購入では、救急車搭載のモニター除細動器一式で５０１万８千円、ＡＥＤ

一式で７４万１千円、合計で５７５万９千円の計上です。 

 次に、１９１ページの下の表になります。 

 ２項、３目の訓子府消防団費の事業区分、１．消防行政一般経費の負担金、補助及び交

付金の負担金では、輪番制で行われております消防大会が網走開催となることから１２名

参加の負担金として２万７千円増の８万４千円の計上でございます。 

 次に、事業区分、３．消防業務費の備品購入費、これは車載用の活動用の照明２セット

１０万８千円。 
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 それと消防用ホース１０本の更新で４３万２千円、合計で５４万円の計上でございます。 

 次に、事業区分、４．消防施設運営管理費の需用費の消耗品では、本年度はタイヤ更新

がないことから２６万５千円減って１７万１千円の計上となってございます。 

 その下の公課費は、今年は３台の車両の車検の重量税で２８万円と。 

 次に、事業区分、５．消防団員活動費の報酬では、昨年比６名増、６名増の９２名分を

見込んでおります。６名増の９２名分、３６０万２千円の計上となってございます。 

 次に、１９３ページ、一番上の表の事業区分、６．消防団活性化推進事業の需用費、消

耗品費では、新入団員の活動服一式で男性５名分、女性１名分で１７０万９千円の計上で

す。 

 次に、真ん中の表の３項、３目、訓子府消防施設費の事業区分、２．消防施設維持管理

経費の負担金、補助及び交付金の負担金では、これは４か所の消火栓の撤去、４か所の消

火栓の撤去、それと２か所の更新、これで水道会計に支出するもので４５３万円の計上で

す。 

 次に、一番下の表の４款、公債費、１項、１目、元金の事業区分、１．消防組合債償還

元金では、これは平成２４年と２５年の２か年で実施した消防救急デジタル無線整備事業

にかかる償還元金１，４３５万８千円、それと平成２６年から２８年度まで、消防本部庁

舎建設償還の元金１２３万５千円、それと平成２７年度と２８年度の無線の遠隔サイレン

のデジタル化３６０万円、合わせた９本の借り入れにかかる償還元金として１，９１９万

３千円の計上でございます。 

 次に、２目の利子の事業区分、１．消防組合償還利子では、これ同じ事業のほかの元金

償還と、それと平成２４年度以降に整備した無線遠隔サイレンデジタル化事業や消防本部

庁舎の建設の借り入れに対する利子として３７万９千円でございます。 

 次に、１９５ページの下の表の一番下、９款、１項、２目の合共通経費の事業区分、１．

組合共通経費の一部事務組合負担金では、人口割３０％で２５３万４千円、準市街地割３

０％で３２８万９千円、財政割４０％６０８万６千円、それに加えて通信員の人件費分７

６万６千円、これらを全部合わせまして１，２６７万５千円の計上でございます。 

 次に、１４１ページに、すいません戻っていただいて、もう少しです。１４１ページ、

２目、水防費の事業区分、１．水防対策事業の原材料では、本年度は整備計画に基づき土

のう袋２，６００枚、２，６００枚分、３５万４千円を計上しております。 

 次に３目、災害対策費の事業区分、１．防災対策事業の報償費では、全町民を対象とし

た防災講演会開催で２０万円、それと自主防災組織を設立していない自治会の組織設立の

ための先進地の組織代表などを招いて講演会を行うもので３万円、合計２３万円を計上し

ております。 

 消耗品では、第２次訓子府町緊急物資等備蓄ガイドラインによる災害用アルファ米、米

のほか、防災訓練用の消耗品を含めて５４万３千円の計上です。 

 委託料の公共施設等公衆無線ＬＡＮ環境整備業務では、これは庁舎や公民館、スポーツ

センター、学校などの災害時に避難所として使用できる公共施設にＷｉ‐ｆｉ環境を整備

するもので、消防についても一緒に行うもので、１，５６０万５千円。消防じゃありませ

ん、失礼しました。 

 その４行上の通信運搬費では、これはこれにかかるフレッツ光回線費用で６万８千円を
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計上してございます。 

 その下の方の備品購入費では、これは発電機４台４６万４千円の計上となります。 

 以上までが、消防費、９款でございます。 

○議長（上原豊茂君） ここで昼食のため、休憩といたします。 

 午後は１時から行いますので、参集願います。 

 

休憩 午前１１時５９分 

再開 午後 １時００分 

 

○議長（上原豊茂君） それでは、定刻になりました。 

 休憩を解き、会議を継続いたします。 

 午前中に引き続き、議案第７号の説明を継続いたします。 

 副町長。 

○副町長（佐藤明美君） それでは、１４３ページ、ここからは１０款の教育費からにな

ります。 

 まず、１０款の１項、２目、事務局費の事業区分、１．語学指導助手配置事業では、今

までのＡＥＴの退職に伴いまして、本年１月から、年明けて１月から民間の派遣会社との

業務委託を締結し、本年度もそれを引き続き委託したいということで、委託料で語学指導

助手派遣業務として４９７万１千円の計上ということでございます。 

 次に、事業区分の４．学校教育等一般事業の、次のページの一番上の行の賃金、教育専

門員、ここでは、現在の学校教育担当の専門員と新たにコミュニティスクール担当の教育

専門員を１名雇用するものとし６６９万８千円を計上。 

 報償費の学校運営協議会委員報酬では、委員２０人分で５回を見込んで２０万円を計上。 

 その下の委託料、発達支援指導業務では、美幌療育病院の作業療法士・言語聴覚士等の

支援相談を年間４回分で２１万８千円。 

 その下の使用料及び賃借料の緊急一斉メール送信システム使用料では、緊急時に携帯や

スマホ等に緊急情報を発信するシステムを各学校に導入しようとするもので９万９千円を

計上しております。 

 その下の負担金、補助及び交付金の７行目、北海道訓子府高等学校教育振興会議交付金

では、主に北見と置戸からの７６人に対する通学支援をはじめ、新入学の準備の支援、そ

れと修学旅行の支援、進路指導の支援、広報活動支援などの取り組みに対して２５９万４

千円減の１，３７７万３千円の計上でございます。 

 その他、昨年度は副読本の作成、高校７０周年記念事業で、この二つで２８５万９千円

がございましたんですけども、ありましたけども、その分の減額となってございます。 

 次に、下の方の３目のスクールバス運行費の事業区分、１．スクールバス運行事業の需

用費の車両消耗品では、夏タイヤ４本、冬タイヤ１８本で１２３万６千円の購入もありま

して、合計で１８８万３千円の計上となってございます。 

 一番下の行の委託料、スクールバス代替運行業務では、長期継続契約の切り替えの年に

なりますので１，２２０万８千円、これに伴いまして、代替特別運行で１３３万９千円を

計上してございます。 
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 次のページ、１４７ページの下の表の２項、小学校費、１目の学校管理費の事業区分、

１．臨時講師配置事業の賃金では、訓小臨時講師２名、支援員３名、居小の臨時講師兼支

援員１名で、訓小の支援員を１名増員しております。それで１，２２８万１千円の計上で

ございます。 

 次に、事業区分、３．学校維持管理事業の需用費の修繕料では、主なものとして訓小体

育館の放送設備２８７万３千円、それと同じく訓小体育館の暗幕の交換９５万８千円、そ

れと訓小グラウンドの散水設備の漏水修繕で３０万円、居小の男子トイレ改修で１２１万

１千円などで６２１万円を計上しております。 

 １５０ページ、次に１５０ページの上から７行目の委託料、委託料のグラウンド整備業

務、ここでは５年ごとに訓小と居小の表土の土掻き起こし、表土の掻き起こしおよび転圧

を行っているもので１８３万６千円を計上してございます。 

 次に、事業区分、４．学校管理一般事業の一番下の方の備品購入費、校具等備品では、

訓小の図書室用の木製の書架、木製の書架６台１７９万８千円を計上。 

 次に、２目の教育振興費の事業区分、１．教育振興事業の、次のページになりますけど

も、上から４行目に委託料、子ども劇場開催業務で、本年度は小学校が演劇の順番になっ

ておりますので４０万円の計上となってございます。 

 その３行下の備品購入費の教科用教材では、教育用コンピューターのＯＳのサポート期

限が切れるということから更新するもので、訓小の教師用１台と生徒用４０台、それと教

職員用の２７台、それと居武士小では教師用が１台、生徒用１４台、それと教職員用の１

０台、各学校でレーザープリンターとサーバーをそれぞれ１台ずつで合計３，３７０万３

千円と。そして各教科用教材で８４万９千円、これを合わせまして３，４５５万２千円の

計上でございます。 

 その下の特別教科用教材では、ミシンを訓小・居小それぞれ２台ずつ１８万６千円、そ

れと特別支援学級用のパーテーションや算数ボードなどで３０万１千円、合計４８万７千

円。 

 その下の児童用図書では、平成３３年まで基準蔵書数に近づけるための計画的に整備し

ているものございまして、訓小２８０冊で４２万円、居武士小１００冊で１５万円、合計

５７万円。 

 その下のスクールバンド用楽器では、ユーフォニアム１台３５万６千円、コルネット１

台１８万８千円で合計５４万５千円。 

 次に、事業区分、２．遠距離通学対策事業の負担金、補助及び交付金の遠距離通学費補

助金では、居小に通学し、その通学距離が２．５ｋｍ以上の児童に対して補助するもので

３人分で６万８千円。 

 次に、事業区分、３．就学援助・奨励事業の扶助費の特別支援教育就学奨励費では、特

別支援学級に在籍する児童に対する就学奨励費で、認定見込数が１９名分７８万３千円。 

 その下の要保護・準要保護の就学奨励費では、本年度、認定見込数で要保護０人、いま

せん。それと準要保護３５人、それと新入学用品費入学前の支給が５人３３３万９千円の

計上となってございます。 

 次に、下の表の中学校費になります。 

 １目、学校管理費の事業区分、１．臨時講師配置事業の賃金では、臨時講師１名、特別
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支援の支援員２名の配置で前年同額の６１４万円の計上です。 

 次に、１５４ページの事業区分、３．学校維持管理事業の需用費、燃料費、ここでは中

学校では、昨年度のスポーツセンターの代替施設としての分を差し引いてもＡ重油６万５

千Ｌ、灯油４千Ｌで１１０万４千円増の６６９万３千円の計上となっております。 

 修繕料では、昨年は食堂の音響設備の修繕、それと図書室の電気設備の修繕およびパネ

ルヒーターの修繕、体育館の放送設備の修繕などがございましたので大きく３７９万７千

円減の８５万２千円なっているものでございます。 

 その下の委託料の３行目、校舎等特別清掃業務では、全般に作業単価が上昇しているこ

とに加え、床面の特別清掃で、年ごとに１階と２階を交互に実施しているものでございま

すけども、本年度は１階で特に体育館部分が増えているというがございまして７９万８千

円増の２０３万７千円の計上です。 

 その下の学校樹木管理では、昨年度は樹木の剪定がございましたが、これが大きく減額

となっております。 

 その５行ほど下の方の原材料の修繕原材料では、グランド用の土で５万３千円を計上。 

 次に、一番下の２目の教育振興費の事業区分、１．教育振興事業の、次のページの４行

目、修繕料では、フルートとバリトンサックスのオーバーホール、それとティンパニ他７

件の調整で１０２万５千円の計上。 

 その下の委託料では、子ども劇場開催で、本年度は中学校が音楽鑑賞ということで２５

万円の計上となってございます。 

 その下の備品購入費の教科用教材では、教育用コンピューターのＯＳのサポート期限、

これは先ほどの小学校と同じですけども、教室のコンピューター室の教師用１台と生徒用

４０台、それと主に職員室になりますけども、教職員用の２０台、それとレーザープリン

ターとサーバーをそれぞれ１台ずつで合計１，９９２万４千円となってございます。 

 その下の特別教科用教材では、音楽用教材でキーボード１台、それとポータブルＰＡ、

これアンプとスピーカーが一緒になったような拡声器のようなものですけども、これで１

５万１千円。 

 生徒用図書は、平成３３年度まで基準蔵書に近づける、先ほど小学生と同じですけども、

しているもので、１４０冊で２１万円。 

 部活動用品では、サッカーゴールネット、それと野球用のベースで１８万３千円。 

 その下の負担金、補助及び交付金の部活動等派遣費補助では、中体連および吹奏楽連盟

主催以外の大会は、社会教育の派遣費補助で従来計上しておりましたけども、中学校費で

計上を今年からすることにしたことから、実績を見込んで６７万３千円増の１８７万３千

円としたものでございます。 

 次に、事業区分、２．就学援助費・奨励事業の扶助費の特別支援教育就学奨励費では、

特別支援学級に在籍する児童に対する就学奨励費で、認定の見込数８名分４７万６千円。 

 その下の要保護・準要保護の児童就学奨励費では、本年度認定見込みで要保護１人、準

要保護２９人、要保護１人の準要保護２９人、それから新入学用品費の入学前の支給で６

人、それで３７５万９千円。 

 その下の特別支援学校の交通費助成では、道立の特別支援学校の布設する寄宿舎にいる

生徒の帰省に係る福祉タクシーの利用経費などの助成で１世帯１人で４３万５千円を計上
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してございます。 

 次に、下の表の４項、１目、こども園費の事業区分、１．こども園運営事業の賃金では、

職員２名採用に伴い臨時職員１名２４８万５千円減の２，５６８万３千円。 

 その下の代替保育教諭の確保が非常に難しいことから１８５万２千円減の６８７万８千

円を計上。 

 次のページの上から５行目の旅費の普通旅費では、新採用保育士研修に参加することな

どから１４万９千円増の３９万９千円の計上。 

 その下の需用費の５行目の賄材料費では、０歳児１２人、１・２歳児４８人、３歳児以

上が９０人、職員３７人、それで前年の実績を勘案し１，２３９万８千円の計上。 

 中ほどの使用料及び賃借料の緊急一斉メール送信システム使用料では、小学校のところ

と同じようですけども、災害や犯罪など緊急時に携帯でお知らせをしますよというもので、

情報を発信するもので、そのシステムを導入することで６万５千円。 

 その下の備品購入費の施設用備品では、臨時職員用シューズラック１台４万２千円。 

 その下の給食用備品では、離乳食用炊飯器の更新１台３万３千円、 

 その下の児童用図書では、「絵本のいえ」の蔵書を５年で１，４００冊の計画でございま

すので、本年度は図鑑・絵本・紙芝居など３００冊分で４５万円の計上。 

その下の負担金、補助及び交付金の５行目、健康診査助成金では、委託料からの組み替え

で２人分の２万４千円をみてございます。 

 その下の生活管理指導表作成費補助金については、これは昨日来、お話しております食

物アレルギーの園児に対して医師に依頼して指導表を作ってもらうための費用で１０名分

の６万円を計上しております。 

 次に、一番下の事業区分、２．こども園維持管理事業の次のページの一番上需用費の修

繕料になります。これは従前ある屋外に木製の小型遊具があるんですけども、その修繕を

行うというもので１３万７千円でございます。 

 その下の委託料の施設管理業務では、除草剤を使用できないことから手作業で雑草の抜

き取りを行うもので１２万４千円を計上しております。 

 その下の清掃業務では、調理室の排水弁の清掃で１万８千円。 

 遊具点検では、９か所の屋外遊具の点検で３万５千円の計上です。 

 １６１ページの５項の１目、下の表になります。社会教育総務費の事業区分、次のペー

ジの一番上の方になります。事業区分、３．青少年教育推進事業の賃金、協働活動支援員

では、会員数の減に伴う運営費減とみつばちクラブ指導員の運営時間の延長に伴いまして

３５万８千円増の１３３万８千円の計上になります。 

 その下の報償費の講師謝礼では、昨年度の青年研修館の記念講演１５万円分が減になり

ますので１４万円の計上でございます。 

 その下の役務費、手数料では、防犯と安全のための不審者警告看板の設置５万７千円の

計上。 

 次、１６５ページまで飛んでいただいて、真ん中、２目の公民館費の事業区分、１．公

民館維持管理事業の需用費の修繕料では、正面玄関のポーチタイル修繕１１万１千円、避

難誘導灯の修繕６万５千円、蛍光灯および駐車場の水銀安定器の修繕で１５万円、それと

暖房用配管修理で５万４千円などで合計５４万７千円。 
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 その下の役務費の手数料では、公民館裏の排水の汲み取り５万９千円、エアコンクリー

ニング７万８千円、講堂の電球交換１６万２千円、カーテンの洗濯５万円などで４３万１

千円となってございます。 

 その下の委託料、清掃管理業務では、これは長期継続契約の切り替えの年で８８万７千

円増の６９１万８千円の計上となってございます。 

 その５行下の劣化診断業務では、公共施設の劣化診断調査で８０万円を計上してござい

ます。 

 その下の舞台吊物等点検業務、これでは舞台の吊物と照明設備の保守点検で８０万４千

円の計上。 

 その下の使用料及び賃借料のカラオケ情報提供料では、１階の和室のカラオケ、これ長

期継続契約の切り替えの年で５万５千円増の３３万２千円。 

 それと今度は下の方のカラオケ機械借上料、これは２階の視聴覚室にあるもので、従来

の機器購入より安価であることから、５年間の借り上げで対応するものとして２７万５千

円の計上をしているものです。 

 その下の工事請負費、公民館外構整備工事では、スポーツセンターの外構の整備工事に

合わせて実施しているもので公民館部分で３１９万７千円。 

 それとその下の備品購入費の施設用備品では、屋外喫煙所のプレハブハウス１棟８８万

６千円、それと若がえりクラブで利用しているＤＶＤのカラオケ１台５万３千円、電子ピ

アノ１台１５万３千円の合計１０９万２千円の計上です。 

 １６７ページ、３目、図書館費の事業区分、２．図書館活動事業の報償費の図書館計画

策定報償では、新たに子どもの読書活動推進計画を策定する委員１０名で５回分６万円を

計上してございます。 

 その下の需用費の印刷製本費では、バーコードラベル１万枚作成するもので７万６千円

の計上。 

 その下の通信運搬費では、役場のネットワーク用光回線の有線化９万９千円を含めて２

６万４千円の計上。 

 それと一番下の備品購入費の視聴覚用備品では、こども映画会用のＤＶＤ、１万４千円。 

 次に、１６９ページの下の表、下の表の６項、１目の保健体育総務費の事業区分、２．

社会体育活動推進事業の報償費、講師謝礼では、ここでは各種スポーツ教室の講師や学校

授業への指導者の派遣、カッパマスターズ水泳大会などのほか、本年度新たにトランポリ

ン教室やクライミング初心者指導で５８万７千円の増で合計１４３万４千円の計上でござ

います。 

 一番下の委託料、各種教室・事業講師派遣業務では、スポーツセンターなどでの運動指

導、各種教室および運動教室開催、それとクライミングウオールの講習会などの新規教室

を含めて１３８万６千円増の１６４万７千円の計上でございます。 

 次に、１７１ページの２目、体育施設費の事業区分、１．スポーツセンター維持管理事

業の需用費では、本年度から新たに出る燃料費と光熱水費分が大きく１，０８５万９千円

増の１，２０９万９千円。去年までなかった、計上してなかったということです。 

 その下の委託料では、本年度から新たに出るものでございまして、５８２万８千円の計

上となります。 
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 それと次に、事業区分、２．温水プール維持管理事業の修繕料では、主なものではプー

ルサイドのタイルのコーキング１６万２千円、照明器具の取替修繕で５２万９千円、排煙

のオペレーター修繕で３７万８千円などで１０９万６千円の計上となってございます。 

 その下の光熱水費では、電気料分が合理化により、スポーツセンターで計上することに

なりましたので、上下水道料のみで１０６万６千円の計上のみとなってございます。 

 一番下の委託料の清掃管理業務は、これ長期継続契約の更新の年で８０万２千円増の９

６９万円の計上。 

 次のページの８行目、劣化診断、公共施設劣化診断では８０万円。先ほどの学校の時も

ございましたけども８０万円。 

 ３行下の工事請負費の温水プール外構工事では、スポーツセンター整備に合わせ西側の

外構の整備を行うもので５２９万２千円の計上。西側というか前側といいますか。 

 その下の備品購入費の施設用備品では、無線式のスポーツタイマーの更新で１台３２万

２千円。 

 次に、事業区分、４．屋外運動施設維持管理事業の下の方の委託料では、屋外運動施設

維持管理事業ですけども、高齢者勤労センターによる草刈りなどの業務で１時間当たり単

価の上昇に伴い４０万９千円増の３０１万１千円の計上。 

 その次のページの上から４行目、スケートリンク設置維持管理業務では、機械単価の上

昇に伴いまして２７万１千円増の２４４万２千円の計上。 

 その下の使用料及び賃借料の機械借上料では、主に、パークゴルフ場の目土の機械借り

上げ４９万６千円、それと屋外ゲートボール場で１４万２千円、野球場で１６万７千円な

どで７８万７千円増の８８万９千円の計上。 

 その下の原材料費の施設管理原材料では、これはパークゴルフ場の黒土と混合土５８万

４千円、それと屋外ゲートボール場で混合土２３万１千円、野球場で混合土と細目砂、細

かい目の砂、２４万８千円、合計で１０６万３千円の計上になります。 

 次に、事業区分、５．スポーツセンター建設事業では、本年度は外構工事で３，３５３

万４千円の計上となってございます。 

 次に、３目、給食センター費の事業区分、２．給食調理事業の需用費の一番下の賄材料

費では、生徒数の減によりまして１４９万１千円減の２，７６３万２千円の計上。 

 その３行下の負担金、補助及び交付金の生活管理指導表作成費補助金では、これは先ほ

どから出てきておりますけども、食物アレルギーの医師の指導表を作成してもらうという

分で、２５人分で１５万円を計上してございます。 

 次に、事業区分、３．給食センターの維持管理事業、これ次のページの上から３行目に

なります。需用費の修繕料では、これダムウエーダー修繕で１９５万７千円、これらを含

めまして、全部で２１７万６千円の計上。 

 その下の備品購入費の厨房用備品では、これは冷凍庫１台８６万円を計上してございま

す。 

 次、１７９ページ、１１款、公債費になります。 

 公債費では、今年度で終了する起債が昭和５５年度分の公有林の起債で１本、それと平

成１１年度のふるさと農道と居小の食堂建設で１本、平成１６年臨時財政債で１本、平成

１８年度過疎債で１０本分、平成１９年度過疎債で８本分、これら含めて、元利合わせて
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長期債で４億５，９８４万９千円になってございます。一時借入金利息で１０万円の計上

となります。 

 次に、１８３ページ、１３款、給与費になります。 

 ここでは、特別職３人と一般職１０２人、これは新規採用５名分と再任用の４名分を含

めてでございますけども、１０２名分の人件費を計上してございます。また、議員や各種

委員の報酬等を加えた人件費総体については、２０３ページに給与費明細書を添付してお

りますのでご覧をいただきたいというふうに思っております。なお、この明細書は、地方

自治法に基づく書式でございまして、報酬、給料、手当、共済費など、手当の種類ごとに

前年と比較ができるように調整したもので、後でご覧いただくこととして説明は省略させ

ていただきます。 

 続きまして、１９７ページ、ここからは、これまでご決定をいただきました債務負担行

為に本年度分以降の支出予定額の調書でございまして、２０１ページの計の欄にあります。

２０１ページの計の欄にありますように、本年度以降の支出予定額は、４億９，７２４万

６千円となっております。そのうち一般財源としては、４億９，１１６万８千円が必要と

なるというものでございます。 

 なお、本年度分の支出予定額につきましては、説明資料の２０、２１ページに一覧でま

とめておりますので、後ほどご覧をいただければというふうに思います。説明資料の２０、

２１です。 

 続きまして、２０２ページ、２０２ページは地方債の年度末現在高に関する調書でござ

います。合計欄の右側にございますように平成３１年度末の現在高見込額は５０億１，４

２７万５千円となってございます。 

 以上、総額４１億６，５５０万円とする平成３１年度の一般会計予算案について、説明

申し上げました。 

 時間の関係もございまして、詳細の説明はできませんでしたけれども、本年度は骨格予

算と言えども厳しい財政状況の中、第６次総合計画の将来像「『ちょっといいね！』がたく

さんあるまちくんねっぷ」これを実現するために財政健全化プランも意識した中で一般行

政経費の縮減や財源確保をしながら、最初にも申し上げましたように財政運営の継続を視

点に予算編成にあたったところでございます。 

 説明不足の点につきましては、お詫び申し上げ、後は質疑の中で補足させていただきま

すので、ご審議の上、決定いただきますようよろしくお願い申し上げます。 

 以上です。 

○議長（上原豊茂君） 次の議案に入る前にですね、説明資料にかかる訂正の申し出があ

りましたんで、説明の方、お願いいたします。 

 企画財政課長。 

○企画財政課長（伊田 彰君） 大変申し訳ございません。先ほど副町長から説明申し上

げた各会計予算案の説明資料、それの１１ページをお開きください。投資的事業の内訳の

道営訓子府川南地区水利施設等保全高度化事業、上から３番目の枠の中の財源内訳のうち、

分担金１，１９６万８千円が１，１９６万７千円。１千円マイナスとなります。負担金１

万２千円が１万１千円に、その右側になります。一般財源１万８千円が２万円になります。

ページを開いていただきまして、１３ページの合計欄になります。右から２番目のその他
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の区分、基金の下になります。その他の部分が６，１９２万９千円、これが６，１９２万

７千円、その２段下になります。マイナス、比較の部分です。マイナス１億８，５５２万

６千円が１億８，５５２万８千円になります。その右側の欄、一般財源の合計欄１億２，

０７１万８千円が１億２，０７２万円、そこの２段下になります。比較の部分、マイナス

７，３７７万円がマイナス７，３７７万２千円となります。大変申し訳ございません、修

正していただきたいと思います。 

 すいません、計算間違いをしていました。今の最後の一番右下の欄です。マイナス７，

３７６万８千円でございました。よろしくお願いいたします。 

○議長（上原豊茂君） それでは、次に議案第８号 平成３１年度訓子府町国民健康保険

特別会計予算についての提案理由の説明を求めます。別冊予算書２０８ページです。 

 福祉保健課長。 

○福祉保健課長（谷方幸子君） 各会計予算書の２０８ページをお開き願います。 

 議案第８号 平成３１年度訓子府町国民健康保険特別会計予算につきまして、別冊の予

算案の説明資料を含めてご説明申し上げます。 

 予算書に入ります前に、別冊の「各会計予算案の説明資料」３ページをお開き願いたい

と思います。 

 その上段の方に、国保会計の予算編成にあたっての基本的な考え方について記載してお

ります。 

 最初に、歳入でありますけれども、国保税につきましては、事業費納付金に見合うよう

計上しております。 

 道支出金につきましては、北海道からの通知額により計上しております。 

 一般会計繰入金につきましては、法定の繰り入れ分を繰入金として計上しております。 

 次に、歳出ですが、前々年度の医療費実績見込み等から推計した保険給付費と北海道か

らの通知により事業費納付金を計上したほか、一般管理費に北海道クラウド運用に係る各

種負担金を、保健事業費では特定健診に係る費用を計上しております。 

 次に、資料の９ページをお開き願います。 

 ９ページの下から３行目には、国保会計の財政調整基金保有状況を記載しております。 

 基金は、一般会計から繰り入れる普通交付税に算入されております財政安定化支援分３

６万６千円と、預金利子１千円を積み立てし、平成３１年度末の保有見込額は、一番右側

に記載しております３，５２６万７千円となる見込みであります。 

 また、同じ資料の２３ページから２６ページにわたりまして、国保会計の概要をそれぞ

れ記載しております。これにつきましては、この資料の内容につきましては、説明を省略

させていただきます。 

 それでは、予算書の２０８ページに戻りまして、内容を説明いたします。 

 議案第８号 平成３１年度訓子府町国民健康保険特別会計予算の第１条では、予算の総

額を歳入歳出それぞれ８億５，５２０万円と定めるものであります。この予算は、前年度

当初と比較しまして３，３００万円、約３．７％の減額計上となっております。 

 第２条では、一時借入金の借入限度額を前年度同額の３，０００万円と定めるものであ

ります。 

 第３条では、歳出予算の流用についての定めでありますが、保険給付費と国民健康保険



 - 37 - 

事業費納付金の各項の予算に過不足が生じた場合に、同一款内で各項間の流用ができるこ

とを定めるものであります。 

 次に、２０９ページから２１２ページにつきましては、款項ごとにそれぞれ額を記載し

ており、２１３ページから２１４ページには、総括表を載せております。それにつきまし

てはご覧をいただくこととしまして、２１５ページ以降の事項別明細書により、その特徴

的なものに限って説明させていただきますので、あらかじめお許しをいただきたいと思い

ます。 

 それでははじめに、２１５ページの歳入から説明させていただきます。 

 見開きで左側が、款、項、目、右側のページが節以下、説明を載せてございますので、

両方のページを見ながらお聞きいただきたいと思います。 

 最初に２１５ページの、１款、１項、１目の一般被保険者国民健康保険税でありますが、

総額では、前年度比９７３万１千円増の２億５，３１６万１千円を見込んでおります。 

 ２１６ページの１節、医療給付費分現年課税分につきましては、世帯数で８９８世帯、

被保険者数は１，９８７人を見込んで、低所得者軽減分、限度額超過分などを勘案した上

で、事業費納付金に見合うよう算定し、収納率を９９％と見込んで、１億７，５７１万９

千円を計上しております。 

 ２節の医療給付費分滞納繰越分につきましては、前年度同額の１００万円を計上してお

ります。 

 次に、３節の後期高齢者支援金分現年課税分につきましては、先ほどの医療給付費分現

年課税分と同様に算出し５，２８７万円を計上しております。 

 次に、５節の介護納付金分現年課税分につきましては、世帯数で４７７世帯、被保険者

数は６９３人を見込んで２，３５７万円を計上しております。 

 次に、２１５ページ下段の２目、退職被保険者等国民健康保険税でありますが、総額で

は前年度比１２６万３千円減の１２万円を見込んでおります。 

 ２１６ページ下段の１節、医療給付費分現年課税分につきましては、世帯数を１世帯、

被保険者数は２人と見込んで７万４千円を計上しております。 

 次に、２１８ページの３節、後期高齢者支援金分現年課税分につきましては、医療給付

費分現年課税分と同様に算出し２万８千円を計上しております。 

 次に、５節の介護納付金分現年課税分につきましては、世帯数で１世帯、被保険者数は

２人を見込んで１万５千円を計上しております。 

 次に、２１７ページ下段の２款、道支出金、１項、１目、保険給付費等交付金につきま

しては、その右側の２１８ページになりますが、１節、普通交付金として、保険給付にか

かる交付金分を歳出同額の５億３，０５６万１千円を計上。 

 また、２節には、特別交付金ですけれども、保険者努力支援分として３３７万２千円、

特別調整交付金分、市町村向けに、「北海道クラウド運用負担金」に対する補助金を含め、

１７９万８千円、道繰入金（２号分）に、これまでの北海道調整交付金特別調整交付金で

すね、これらを含め２，００３万１千円、特定健康診査等負担金に２１７万４千円の計２，

７３７万５千円を計上しております。 

 次に、２１９ページの４段目の表になります。 

 ４款、繰入金、２項、１目の一般会計繰入金、２２０ページをご覧いただきたいと思い
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ますが、１節、保険基盤安定繰入金は、前年度実績額により、保険税軽減分２，１３４万

３千円と保険者支援分１，３３９万８千円を合わせ、３，４７４万１千円を、２節の出産

育児一時金繰入金は、５６０万円を、３節の財政安定化支援事業繰入金は、昨年度の普通

交付税措置実績額の３６万５千円を、４節のその他一般会計繰入金は、国保会計を運営す

るための事務費等に要する経費に２６６万４千円を、それぞれ町の負担分として繰り入れ

するものであります。 

 次に、２２１ページの３段目の表になります。 

 こちらの６款、諸収入、３項、６目の雑入につきましては、特定健診に係る自己負担額

等の計上ですけれども、集団健診５６０名のうち、誕生健診の６０名を除く、５００名分

の６０万円を計上しております。 

 その下には、廃止科目である国庫支出金について、記載しております。 

 次に、歳出について説明させていただきます。２２３ページをお開き願います。 

 まず、１款、１項、１目の一般管理費および２目の連合会負担金につきましては、国保

一般事務に要する経費として、合わせて前年度比２，５７４万８千円減の９１９万４千円

を計上しておりますが、減額の要因としましては、委託料のうち都道府県単位化に向けた

「国民健康保険システム改修業務」と、負担金、補助及び交付金の「事務処理標準システ

ム構築負担金」が今年はありませんので減額となっております。 

 また、１目の１３節、委託料の共同電算処理業務８２万３千円は、２款、１項、５目か

ら、一般業務分をこちらに移行して計上しております。１９節、負担金、補助及び交付金

では、レセプト点検用のパソコンの機器更新にかかる国保総合システム機器負担金２７万

６千円を計上しております。 

 なお、２５節、積立金では、財政調整基金積立金として、財政安定化支援事業分と基金

利子分を合わせて３６万６千円を計上しております。 

 次に、２項、徴税費につきましては、徴収事務の事務的経費として、３８万６千円を計

上しております。 

 ２２５ページをお開きください。 

 ３項、運営協議会費につきましては、運営協議会の事務的経費として、８万４千円を計

上しております。 

 ２段目の２款、保険給付費、１項、療養諸費の積算につきましては、前々年度からの給

付、支払実績から推計し計上しておりますので、ご理解をお願いします。 

 まず、１目の一般被保険者療養給付費は、前年度比２千万円減の４億６千万円を計上。 

 ２目の退職被保険者等療養給付費は、前年度比４１０万円減の２００万円を計上。 

 ３目の一般被保険者療養費は、前年度同額の７００万円を計上。 

 ４目の退職被保険者等療養費は、前年度同額の１０万円を計上。 

 ５目の審査支払手数料は、先ほど１款、１項、１目で説明しました、共同電算処理業務

の一般業務分を移行しておりますので、前年度比８６万８千円減の１５７万４千円を計上

しております。 

 次に、２項、高額療養費につきましても療養諸費と同様に前年度の実績により計上して

おります。 

 １目の一般被保険者高額療養費は、前年度比１００万円増の４，９００万円を計上。 
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 ２目の退職被保険者等高額療養費は、前年度比１５０万円減の１００万円を計上。 

 次に２２７ページの３目、一般被保険者高額介護合算療養費は、前年度同額の１００万

円を計上。 

 ４目の退職被保険者等高額介護合算療養費につきましては、３万円を計上しております。 

 次に、上から３段目の、４項、１目の出産育児一時金につきましては、前年度と同様に

２０人分８４０万円を計上しております。 

 次に、５項、１目の葬祭費につきましては、前年度比３万円減の４５万円を計上してお

ります。 

 次に、２２９ページをお開きください。 

 ３款、国民健康保険事業費納付金は、北海道へ納付金を支払うための科目で、その金額

は北海道からの通知を基に計上しております。 

 １項、１目の一般被保険者医療給付費分につきましては、２億２，６１３万円を計上、 

 ２目の退職被保険者等医療給付費分につきましては、２５万円を計上しております。 

 ２項、１目、一般被保険者後期高齢者支援金等分につきましては、５，８３６万６千円

を計上。 

 ２目、退職被保険者等後期高齢者支援金等分につきましては、６万９千円を計上してお

ります。 

 ３項、１目の介護納付金分につきましては、２，２３２万６千円を計上しております。 

 次に、２３１ページ、上から２段目の６款、保健事業費、１項、１目の特定健康診査等

事業費についてでございますが、国保の４０歳から７４歳の被保険者を対象とした特定健

診と特定保健指導に要する経費の計上でございます。前年度比８３万１千円増の５２２万

９千円を計上しております。 

 右側の２３２ページをご覧いただきたいと思いますが、１２節の役務費は、特定健診の

ための郵送料や特定健診データ管理システム手数料として４６万円を計上、１３節の委託

料は、特定健診業務にかかる費用ですが、７００名分の基本検診料などとして４４８万５

千円を計上、負担金、補助及び交付金に、データ管理システム機器負担金２７万９千円を

計上しております。 

 １項の増額の要因としましては、基本健診料において、２項の独自健診業務というもの

がありますが、そちらから移行される検査項目があることと、それとパソコン機器更新に

よるデータ管理システム機器負担金の増によります。 

 次に、２項、１目の保健事業総務費につきましては、保健事業に要する経費ですが、２

３２ページ下段の説明欄の賃金は、未受診者勧奨事務などの臨時事務員賃金、結果説明会

等の臨時栄養士の賃金などで４２万４千円を計上、役務費は、医療費通知等の郵送料とし

て３５万３千円を計上、委託料のうち独自健診業務に７１万４千円を計上、１９節、負担

金、補助及び交付金にあります健康診査助成金につきましては、脳ドックに対する助成金

ですが、２０人分の４０万円を計上しております。 

 保健事業総務費全体といたしましては、前年度比６１万円減の２２０万円の計上であり

ます。 

 最後には、廃止科目となる予備費について掲載しております。 

 以上、平成３１年度訓子府町国民健康保険特別会計の予算について、提案理由の説明を
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させていただきました。ご審議の上、ご決定賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（上原豊茂君） ここで午後２時５分まで休憩といたします。 

 

休憩 午後 １時５７分 

再開 午後 ２時 ５分 

 

○議長（上原豊茂君） 休憩前に戻り、会議を再開いたします。 

 次に、議案第９号 平成３１年度訓子府町後期高齢者医療特別会計予算についての提案

理由の説明を求めます。 

 福祉保健課長。 

○福祉保健課長（谷方幸子君） それでは、各会計予算書の２３６ページをお開き願いま

す。 

 議案第９号 平成３１年度訓子府町後期高齢者医療特別会計予算につきまして、別冊の

予算案の説明資料も含めてご説明させていただきます。 

 予算書に入ります前に、別冊の「各会計予算案の説明資料」の３ページをお開きいただ

きたいと思います。 

 その中段に、後期高齢者医療会計の予算編成にあたっての基本的な考え方について記載

しております。 

 まず、歳入でありますが、後期高齢者医療制度においては、財政運営期間が２年間とさ

れております。保険料につきましては、平成３０年度が２年ごとの見直しの年となってお

りましたことから、平成３０年度と３１年度の医療費等の推計により、北海道後期高齢者

医療広域連合から示された保険料を計上しております。 

 また、脳ドック助成に対する広域連合補助金や低所得者の保険料軽減分等の一般会計か

らの繰入金を計上しております。 

 歳出につきましては、所要の事務費のほか、後期高齢者医療広域連合への納付金を計上

しております。 

 また、この資料の２７ページから２９ページにわたり、後期高齢者医療特別会計の概要

をそれぞれ記載しておりますが、この資料の内容につきましては、説明を省略させていた

だきます。 

 それでは、予算書の２３６ページに戻りまして、内容をご説明いたします。 

 議案第９号 平成３１年度訓子府町後期高齢者医療特別会計予算の第１条で予算の総額

を歳入歳出それぞれ８，６７０万円と定めるものであります。 

 この予算は、前年度当初予算と比較して３２０万円、約３．６％の減となっております。 

 ２３７ページから２４０ページにつきましては、款項ごとにそれぞれの額を記載してお

り、２４１ページから２４２ページには総括表を載せておりますので、ご覧いただくこと

としまして、その内容につきましては、２４３ページ以降の事項別明細書によって、その

特徴的なものについて説明させていただきます。 

 はじめに、２４３ページの歳入から説明させていただきます。 

 まず、１款、１項の後期高齢者医療保険料でありますが、北海道後期高齢者医療広域連

合が定めた保険料額に基づき計上しており、保険料算定の基礎となる均等割額は５万２０
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５円、所得割率は１０．５９％としております。保険料総額では、前年度比９９万３千円

減の５，８５２万７千円を計上しております。 

 まず、２４４ページの１目の特別徴収保険料は、被保険者数を８００人と見込んでおり

ます。保険料額を３，５０８万６千円を計上、２目の１節、普通徴収保険料は、被保険者

数を２４０人と見込み、保険料額２，３３９万１千円を計上、２節の普通徴収保険料滞納

繰越分は、前年同額の５万円を計上しております。 

 次に、２款、１項、広域連合補助金、１目の長寿健康増進事業交付金につきましては、

被保険者の脳ドックの助成金として、その費用の全額が広域連合より交付されるもので、

８名分を見込み２７万７千円を計上しております。 

 次に、３款、繰入金、１項、１目の保険基盤安定繰入金につきましては、低所得者の保

険料軽減分として道と町の負担分を合わせて、前年度比１１９万７千円減の２，１８１万

３千円を計上しております。 

 ２目の事務費繰入金につきましては、広域連合納付金分と所要事務経費分を合わせて前

年度比９１万１千円減の５９７万３千円を計上しております。この減額の要因としまして

は、昨年は共通経費分で標準システムの改修があったことによるものです。 

 次に、２４５ページの５款、諸収入、２項、１目の保険料還付金についてですが、これ

は納めすぎた保険料が広域連合から還付されるもので、保険料還付金として前年度同額の

１０万円を計上しております。 

 次に、歳出について、説明させていただきます。２４７ページをお開きください。 

 まず、１款、総務費、１項、１目の一般管理費につきましては、右側の２４８ページに

なりますが、プリンタートナー等の消耗品費や、被保険者証の一斉更新による郵便料の通

信運搬費、「後期高齢者医療システム保守業務」などの他、新たに、後期高齢者医療システ

ムのサーバに替えて、データセンターを利用する後期高齢者医療システム使用料に８１万

８千円の計上を含め、一般事務に要する経費として前年度比６万２千円増の２７５万３千

円を計上しております。 

 次に、２項、徴収費、１目の賦課徴収費につきましては、保険料決定通知のための郵便

料などに１４万９千円を計上しております。 

 次に、２款、１項、１目の保健事業総務費につきましては、歳入でも説明いたしました

けれども、全額、広域連合からの交付金を受けて実施する被保険者の脳ドックの助成にか

かる費用について、健康診査助成金としまして、８名分の２７万７千円を計上しておりま

す。 

 次に、２４９ページの３款、１項、１目の後期高齢者医療広域連合納付金につきまして

は、２５０ページの広域連合共通経費の市町村負担分として、事務費納付金３０７万３千

円を計上しております。また、収納した保険料分と低所得者の保険料軽減の保険基盤安定

分を合わせて、保険料等納付金として８，０３４万１千円を計上し、後期高齢者医療広域

連合納付金の総額で、前年度比３１５万８千円減の８，３４１万４千円を計上しておりま

す。 

 次に、４款、諸支出金、１項、１目の保険料還付金につきましては、納めすぎた保険料

の還付金として歳入同額の１０万円を計上しております。 

 以上、平成３１年度訓子府町後期高齢者医療特別会計の予算について、提案理由の説明
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をさせていただきました。ご審議の上、ご決定賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（上原豊茂君） 次に、議案第１０号 平成３１年度訓子府町介護保険特別会計予

算についての提案理由の説明を求めます。別冊予算書２５１ページです。 

 福祉保健課長。 

○福祉保健課長（谷方幸子君） 各会計予算書の２５１ページをお開き願います。 

 議案第１０号 平成３１年度訓子府町介護保険特別会計予算につきまして、別冊の予算

案の説明資料を含めてご説明申し上げます。 

 こちらも予算書に入ります前に、別冊の「各会計予算案の説明資料」の３ページをお開

きいただきたいと思います。 

 やや下段に介護保険会計の予算編成にあたっての基本的な考え方について記載しており

ます。 

 まず、歳入でありますけれども、平成３０年度から平成３２年度までの第７期事業運営

期間に要する保険給付費を基礎として積算しました介護保険料をはじめ、国庫支出金、支

払基金交付金、道支出金を計上したほか、介護認定にかかる所要額を含めた町負担分の一

般会計からの繰入金を計上しております。 

 また、歳出では、保険給付費、介護認定審査費、事業の運営経費等のほか、一般管理費

で介護保険クラウド使用料を地域支援事業費に、介護予防・日常生活支援総合事業、包括

的支援・任意事業分を計上しております。 

 資料の９ページをお開き願いたいと思います。 

 基金の保有状況ですが、９ページの下から２行目の一番右側に記載してありますように、

介護保険特別会計収支の不足分および介護保険料の抑制のための取り崩しを行うことによ

り、平成３１年度末の介護給付費準備基金保有見込額は１，６６５万６千円となる見込み

であります。 

 また、その同じ資料の３０ページから３５ページに、介護保険につきましても介護保険

特別会計の概要をそれぞれ記載しておりますが、この資料の内容については、説明を省略

させていただきます。 

 それでは、予算書の２５１ページに戻りまして、内容をご説明申し上げます。 

 議案第１０号 平成３１年度訓子府町介護保険特別会計予算の第１条では、予算の総額

を歳入歳出それぞれ５億６，７１０万円と定めるものであります。 

 この予算は前年度当初と比較しまして１，４１０万円、約２．５％の増額計上となって

おります。 

 第２条では、一時借入金の借入最高額を前年度同額の３千万円と定めるものであります。 

 第３条では、歳出の流用についての定めでございますが、保険給付費の各項の予算に過

不足が生じた場合に、同一款内で各項間の流用ができることを定めるものであります。 

 次に２５２ページから２５５ページにつきましては、款項ごとにそれぞれの額を記載し

ており、２５６ページから２５７ページには、総括表を載せておりますので、ご覧をいた

だくこととしまして、２５８ページ以降の事項別明細書によって、その特徴的なものに限

って説明させていただきますので、あらかじめお許しをいただきたいと思います。 

 それでは、はじめに、２５８ページの歳入から説明をさせていただきます。 

 まず、１款、保険料でありますが、第７期介護保険事業計画によりまして、平成３０年
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度から３２年度までの基準保険料を月額４，８５０円、年額で５８，２００円と算定して

おります。 

 また保険料段階は、負担が過重にならないよう、国の標準段階と同じく第１段階から第

９段階に細分化をしております。 

 １項、１目、第１号被保険者保険料、２５９ページの１節、特別徴収保険料につきまし

ては、被保険者総数を１，７６６人と見込み、保険料額を９，８０３万４千円。 

 ２節の普通徴収保険料につきましては、被保険者総数を２０２人と見込み、保険料額を

１，１１２万２千円とし、介護保険料の総額を前年度比２２０万４千円減の１億９１５万

７千円と見込んでおります。 

 次の２款、国庫支出金、１項、１目、介護給付費負担金につきましては、現年度分とし

まして、保険給付費に対する国のそれぞれの負担割合を乗じた９，０８２万円を計上して

おります。 

 一番下の２項、１目、調整交付金につきましては、財政力格差調整のための交付金であ

りますが、現年度分としまして、過去の実績から保険給付費の７．２３％の３，８１２万

１千円を計上しております。 

 ２６０ページの２目、地域支援事業（介護予防・日常生活支援総合）交付金につきまし

ては、現年度分で、介護予防・日常生活支援総合事業費に要する費用の２５％、４２６万

６千円を計上。 

 ３目の地域支援事業（包括的支援・任意）交付金につきましても現年度分として、包括

的支援事業・任意事業費に対し３８．５％の４４１万５千円を計上。 

 また、新たに保険者機能強化推進交付金としまして、地域包括ケアシステム強化のため

の交付金ですが、６７万円を計上しております。 

 次に３款、１項、支払基金交付金、１目の介護給付費交付金につきましては、現年度分

としまして、保険給付費の２７％、１億４，２２２万５千円を計上。 

 ２目の地域支援事業支援交付金につきましては、現年度分として、介護予防・日常生活

支援総合事業に要する経費の２７％、４６０万７千円を計上しております。 

 次に、４款、道支出金、１項、１目、介護給付費負担金は、現年度分として、保険給付

費に対してそれぞれ道の負担割合を乗じた８，０３７万７千円を計上。 

 ２項、１目、地域支援事業（介護予防・日常生活支援総合）交付金につきましては、現

年度分として、介護予防・日常生活支援総合事業費の１２．５％の２１３万３千円。 

 ２目の地域支援事業（包括的支援・任意）交付金につきましては、現年度分として、包

括的支援事業・任意事業費の１９．２５％の２２０万７千円をそれぞれ計上しております。 

 次に２６２ページの表の２段目になりますが、６款、１項、１目、介護給付費準備基金

繰入金につきましては、介護保険特別会計の収支の不足分５９７万２千円を繰り入れする

ものであります。 

 ２項、１目、一般会計繰入金についてですが、２６３ページをご覧いただきまして、１

節、介護給付費繰入金については、保険給付費の町負担分の１２．５％の６，５８４万６

千円を。 

 ２節の地域支援事業（介護予防・日常生活支援総合）繰入金は、介護予防・日常生活支

援総合事業分の同じく１２．５％の２１３万３千円を。 
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 ３節の地域支援事業（包括的支援・任意）繰入金は、包括的支援事業・任意事業費分の

１９．２５％の２２０万７千円を。 

 ４節のその他一般会計繰入金につきましては、特別会計を運営するための事務費等に要

する経費として、前年度比４２５万８千円減の１，１０１万８千円を。 

 ５節、低所得者保険料軽減繰入金につきましては、第１段階の基準額に対する負担割合

を０．５から０．４５に軽減するために８９万６千円をそれぞれ町負担分として繰り入す

るものであります。 

 ２６６ページの歳出について説明させていただきます。 

 １款、１項、１目、一般管理費でありますが、介護保険一般事務に要する経費としまし

て、２６７ページの委託料の消費税増税とマイナンバー対応のための介護保険システム改

修業務９０万７千円と、新たに、使用料及び賃借料のサーバに替えて、これもデータセン

ターを利用することとした介護保険システム使用料９４万９千円、それと負担金、補助及

び交付金のパソコンの機器更新である保険者ネットワークシステム機器負担金３３万円を

含め、前年度比４７万２千円増の３７１万８千円を計上するものであります。 

 次に、２項、徴収費、１目、賦課徴収費につきましては、納付書や督促状の送付に使用

する窓開き封筒の印刷費や、郵便料を主として２３万５千円を計上しております。 

 次に、３項、１目の介護認定審査会費につきましては、北見市、置戸町と共同設置して

おります介護認定審査会経費として、３３４万３千円を計上。 

 また、２目の認定調査費では、介護認定調査に要する経費としまして２６７万８千円を

計上しています。 

 次に、２６８ページの２段目、４項、１目の趣旨普及費につきましては、介護保険制度

のＰＲを図るための経費としまして５０万７千円を計上しております。 

 その下の５項、１目、計画策定委員会費につきましては、２０２１年度からの第８期介

護保険事業計画策定のための経費として４６万６千円を計上しております。 

 次に、２款、保険給付費、１項、１目、居宅介護サービス給付費ですが、居宅要介護被

保険者の居宅サービスにかかる給付で１億１，０６７万円を。 

 次に、２７０ページの３目、地域密着型介護サービス給付費は、認知症対応型共同生活

介護、いわゆるグループホーム利用に対する給付に７，８５５万２千円を計上、５目、施

設介護サービス給付費は、施設サービスにかかる給付としまして２億５，９１４万円を計

上、７目では、居宅介護福祉用具購入費として１００万円を計上、８目、居宅介護住宅改

修費として２００万円を計上、９目、居宅介護サービス計画給付費として、前年度比６２

万４千円増の１，８７６万５千円を計上しております。 

 ２項、介護予防サービス等諸費につきましては、要支援１、要支援２の被保険者に対す

る介護予防に要する経費を計上しております。 

 １目、介護予防サービス給付費は、居宅の要支援者に対する給付で、前年度比２４万６

千円減の４１８万２千円を計上。 

 次に、２７２ページの５目、一番上ですね、５目、介護予防福祉用具購入費に５０万円

を計上。 

 次に、６目 介護予防住宅改修費に１５０万円を計上。 

 ７目、介護予防サービス計画給付費につきましては、ケアプランの作成給付であります
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が、前年度比６万４千円増の１５１万７千円を計上しております。 

 ３項、１目の審査支払手数料は、介護給付費の請求にかかる審査支払にかかる手数料と

して４０万円を計上しております。 

 ４項、１目、高額介護サービス費は、要介護被保険者の介護サービス自己負担額が一定

額を超えた場合に給付するものですが１，０９８万５千円を計上、２目、高額介護予防サ

ービス費は、要支援者に対する高額給付費で１０万円を計上しております。 

 ５項、１目、高額医療合算介護サービス費は、要介護被保険者の介護保険と、医療保険

の自己負担の合計額が年間で一定額を超えた場合に給付するもので２３８万円を計上して

おります。 

 次に、２７４ページの２目、高額医療合算介護予防サービス費につきましては、要支援

者に対する給付ですが１０万円を計上しております。 

 ６項、１目、特定入所者介護サービス費は、施設入所者への食費、居住費の補足的給付

として、前年度比１９６万２千円増の３，４８６万円を計上。 

 ３目、特定入所者介護予防サービス費は、要支援者の短期入所サービス利用者に対する

食費、滞在費の補足的給付として１０万円を計上しております。 

 次に、７項、１目、保険者機能強化事業費は、先ほど歳入でも説明しましたが、新たな

事業として国が保険者機能を強化するためインセンティブを付与するもので、２７５ペー

ジの介護職員のスキルアップ研修の講師謝礼、こちらに２０万円、負担金、補助及び交付

金では、介護施設の３施設に対し交付する求人広告費補助金、この４５万円などを合わせ

て、総額６６万４千円を計上しております。 

 次に、２７６ページの３款、地域支援事業費、１項、１目、介護予防・生活支援サービ

ス事業費につきましては１，６４６万２千円を計上しています。主な内容としましては、

２７７ページになりますが、臨時介護支援専門員の賃金１か月分１８万４千円を、委託料

のサービス計画作成業務に１１９万１千円、運動指導等業務に１６３万７千円、１９節、

負担金、補助及び交付金の介護予防・生活支援サービス事業費では、要支援者に係る訪問

介護・通所介護事業に１，３３６万円を計上しています。 

 ２目、一般介護予防事業費につきましては、住民が主体的に実施する活動の普及推進や

身近な地域での介護予防事業の実施を目的に６０万３千円を計上しております。こちらの

主な内容としましては、同じく２７７ページの委託料の老人クラブや自治会等に、今まで

は老人クラブや自治会だけだったんですけども、新たに「いきいき百歳体操」への専門職

派遣、こちらに、運動指導業務として４７万７千円を計上しています。 

 次に、２項、包括的支援事業・任意事業費、１目、総合相談支援事業費につきましては、

地域における関係者とのネットワークを構築するとともに、高齢者の心身の状況や、生活

実態、必要な支援等を把握し、相談を受け、地域における適切な保健・医療・福祉サービ

スにつながる支援を行うための経費として、前年度比５４６万１千円減の３３２万１千円

を計上しております。主な内容としましては、臨時介護支援専門員にかかる共済費３９万

５千円、賃金２２１万５千円を。 

 また、一般会計繰出金に、地域包括支援センター職員の人件費分として、前年度比５５

０万４千円減の６５万５千円を計上しています。この減額の主な要因としましては、４目

の地域包括支援センターシステム更新業務がありまして、そこで大きな経費が取られます
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ので職員の人件費分に充てることができることになった文があります。 

 続いて２７８ページの、３目、包括的・継続的ケアマネジメント支援事業費につきまし

ては、主治医・ケアマネージャー・地域の関係機関との連携を通じて、ケアマネジメント

の後方支援を行うための経費として、前年度比１０万２千円増の４２万２千円を計上して

おりますが、増額の要因としましては、地域包括支援センター職員の主任介護支援専門員

の資格取得にかかる旅費および 会議等負担金の増によります。 

 ４目、地域包括支援センター運営費につきましては、介護サービスや事業者のネットワ

ーク化など支援システムを構築する取り組みや、地域包括支援センターの運営協議会に要

する経費として４８３万７千円を計上しておりますが、増額の要因としましては、委託料、

地域包括支援センターシステムの更新に２５５万２千円、備品購入費のサーバに１８４万

８千円の増がありますので、このことによります。 

 次に、５目、支援体制整備事業費につきましては、生活支援・介護予防サービスの体制

整備にかかる協議体や生活支援コーディネーターの経費で１２３万円を計上しております。

主に、２７９ページにありますが、下から２行目、生活支援コーディネーター業務にかか

る委託料として、昨年同額でありますけれども、１１１万５千円を計上しています。 

 ６目、認知症総合支援事業費につきましては、認知症初期集中支援推進事業にかかる経

費として５９万７千円を計上しております。主な内容としましては、２８１ページの上段、

こちらにあります認知症初期集中支援チーム業務に北見赤十字病院への委託料として５１

万９千円を計上しています。 

 次に、２８０ページの７目、在宅医療・介護連携推進事業費につきましては、在宅医療

と介護の連携に要する経費として２万６千円を計上しております。９万９千円の減額の要

因としましては、多職種による研修を１年おきに町内で開催することとしましたので、平

成３１年度は北見市で開催される「北見地域在宅医療市民講座」に参加していただくこと

としております。 

 次に、８目、地域ケア会議推進事業費につきましては、地域ケア会議にかかる経費に昨

年同額の１万５千円を計上しています。 

 ９目、任意事業費は、認知症高齢者等に対する成年後見制度利用にかかる経費、それと

家族介護用品購入費に対する助成費用として１０２万８千円を計上しております。なお、

家族介護用品購入費に対する助成費用につきましては、扶助費から、負担金、補助及び交

付金に科目替えをしております。 

 ２８２ページの最後には、廃止科目の予備費を記載しております。 

 以上、平成３１年度介護保険特別会計の予算について、提案理由の説明をさせていただ

きました。ご審議の上、ご決定賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（上原豊茂君） 次に、議案第１１号 平成３１年度訓子府町下水道事業特別会計

予算についての提案理由の説明を求めます。別冊予算書２８５ページです。 

 上下水道課長。 

○上下水道課長（原口周司君） 各会計予算書の２８５ページをお開き願います。 

 議案第１１号 平成３１年度訓子府町下水道事業特別会計予算につきまして、ご説明い

たします。 

 予算書に入ります前に、別冊の「各会計予算案の説明資料」の３ページをご覧ください。 
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 一番下の方になりますけども、下水道会計の予算編成にあたっての大筋を記載しており

ます。 

 まず、１、歳入については２行目にあります使用料については１０月に予定されている

消費税増税分についても合わせて計上しております。次のページの２、歳出については、

農業集落排水施設の設備改修にかかる実勢設計業務と浄化槽から出る汚泥を堆肥化する費

用を新たに、今年度新たに計上しております。 

 なお、３６ページ、３７ページに下水道事業特別会計の概要を、３８ページには投資的

事業の内訳を載せておりますので、これにつきましては後ほどご覧いただきたいと思いま

す。 

 それでは、予算書の２８５ページに戻りまして、まず、第１条で、予算の総額を歳入歳

出それぞれ２億８８０万円と定めるものであります。 

 また、２項では、歳入歳出予算の区分ごとの金額は、次ページの第１表 歳入歳出予算

によると規定しております。 

 第２条では、地方債について規定しております。２９０ページをお開きください。第２

表の地方債でありますが、起債限度額を農業集落排水施設整備事業で１，３９０万円。個

別排水処理施設整備事業で１，３７０万円、合わせて２，７６０万円と定めようとするも

のであります。 

 ２８５ページに戻りまして、第３条の一時借入金につきましては、借入の最高額を１億

円と定めるものであります。 

 それでは、次ページからの総括の部分は割愛させていただきまして、２９３ページの事

項別明細書、歳入の方からご覧ください。 

 右側にあります説明欄の特徴的な部分について説明いたします。 

 まず、第１款、１項、１目の農業集落排水事業分担金につきましては、給水装置新設分

としまして５戸を予定しまして２５万円を計上しております。 

 ２目、個別排水処理施設整備事業分担金につきましては、昨年度５戸であったものを１

戸減じまして４戸の新設整備を予定しておりまして２００万円を計上しております。 

 次に、２款、１項、１目、農業集落排水施設使用料につきましては、昨年度使用料の実

績を勘案しまして５，１５８万８千円を計上しております。 

 ２目、個別排水処理施設使用料につきましては、本年度の新規設置数などを見込みまし

て、１，５２６万９千円を計上しております。 

 飛ばしまして、３款、１項、１目の国庫補助金につきましては、農山漁村地域整備交付

金事業により、設備改修のための実施設計業務の事業費２，７９２万９千円に対する国庫

補助５０％ということで１，３９６万４千円を計上しております。 

 次に２９５ページ、４款、１項、１目、一般会計繰入金につきましては、歳出総額から

分担金、使用料、補助金、町債等の自主財源および特定財源を差し引きまして、その不足

額を一般会計から繰り入れするものです。前年度と比較しまして８９７万３千円増となる

９，８０２万７千円を計上しております。 

 三つほど飛ばしまして、６款、３項、１目、雑入につきましては、消費税還付金７万７

千円を見込んでおります。 

 次に、７款、１項、１目、農業集落排水事業債につきましては、農業集落排水施設改修
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実施設計業務の補助残に充てるために、下水道債と過疎債合わせて１，３９０万円を計上

しております。 

 ２目、個別排水処理施設整備事業債につきましては、工事費の起債対象経費分として、

下水道債と過疎債を合わせて１，３７０万円を計上しております。 

 次に、２９９ページからの歳出について説明いたします。 

 歳出全体をとおしまして、事業費などの物件費や委託料につきましては、各施設の運転、

運用にかかる資材費や燃料代、委託業務経費となっておりまして、前年度の実績を基本に

計上しておりますので、増減の大きな部分を中心に説明させていただきます。 

 １款、１項、１目、一般管理費につきましては、前年度と比較しまして７１万８千円減

の２２７万円を計上しております。 

 ９節、旅費につきましては、浄化槽技術管理者講習を職員１名、東京都で受講する経費

を新たに計上しております。１４万１，３００円を追加しまして３６万８千円を計上して

おります。 

 １９節、負担金、補助及び交付金は、旅費の関連で講習を受講するための負担金４万９

千円を追加し６万６千円の計上をしております。 

 今回、記載ありませんけども、２７節、公債費、昨年度ありました項目については来年

度は消費税の還付が見込まれることから廃節となっております。 

 ２８節、繰出金は、使用料負担徴収経費の下水道の負担として水道事業会計へ繰り出す

１７９万４千円を計上しております。 

 次の２項、１目、農業集落排水管理費につきましては、前年と比較し８５４万１千円増

の６，６５５万６千円を計上しております。 

 １３節、委託料では、新規の取り組みとしまして、浄化槽から出る汚泥、約４００ｔを

置戸町の堆肥供給センターで堆肥化する費用６５４万円を新たに計上しております。 

 戻りまして、１１節、需用費には、先ほどの完成堆肥をこちらの方で購入しまして、町

営牧場の牧草肥料として試験運用するための費用、購入費用として２８万６千円を含めま

して、３８万円を計上しております。 

 次の３０１ページ、２目、個別排水管理費につきましては、前年度と比較し９８万１千

円増の１，８４５万５千円を計上しております。 

 １３節、委託料では、合併浄化槽保守管理業務で浄化槽点検基数の増に伴い、前年度と

比較し８５万７千円増の１，５１１万６千円を計上しております。 

 次に、２款、１項、１目、農業集落排水事業費につきましては、前年度と比較して１，

５１２万９千円増の２，７９２万９千円を計上しております。 

 １３節の委託料では、２８年度から取り組んでおります国庫補助事業を活用しながらの

処理施設の設備更新について、来年度はその改修工事の実施設計の段階まで進んでおりま

して、その業務委託費として２，７９２万９千円を計上しております。 

 なお、この財源につきましては、収入でも説明しておりますけども、国庫補助金５０％、

残りは起債となっています。 

 ２目の個別排水処理施設整備事業費につきましては、前年度と比較し１６０万７千円減

の１，９０５万９千円を計上しております。 

 １３節の委託料では、浄化槽の新設４基分、対前年度１基減となりますけども、実施設
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計測量業務として２２万４千円減の９６万４千円を計上しております。 

 １５節、工事請負費につきましても、本年度４基の設置工事分として１３８万７千円減

の１，７８７万５千円を計上しております。 

 ３０３ページ、３款、１項、公債費につきましては、これは償還計画に基づき、それぞ

れ必要額を計上しております。 

 飛ばしまして、３０５ページにつきましては、これは地方債の調書でありまして、平成

３１年度末における元金残高は、増減を算定し、表の右下に記載のとおり４億８，３６１

万１千円となる見込みであります。 

 以上、平成３１年度訓子府町下水道事業特別会計の予算について、その提案理由の説明

をさせていただきました。ご審議の上、ご決定賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（上原豊茂君） 次に、議案第１２号 平成３１年度訓子府町水道事業会計予算に

ついての提案理由の説明を求めます。 

 上下水道課長。 

○上下水道課長（原口周司君） 予算書３０７ページになります。 

 議案第１２号 平成３１年度訓子府町水道事業会計予算につきまして、提案理由の説明

をいたします。 

 第１条の規定によりまして、第２条では、業務の予定量を定めております。給水件数は

２，０１５件、年間の総給水量は６２万３千㎥、１日平均給水量は１，７０２㎥とし、主

要な建設改良事業につきましては、南７線道路改良支障物件移設事業、総事業費１，９０

０万円、老朽管更新事業、総事業費６，９９６万円となっております。 

 次に、第３条では、収益的収入及び支出の予定額を定めるもので、収入については、第

１款、水道事業収益が第１項、営業収益と第２項の営業外収益を合わせて１億７，７５９

万９千円の計上です。 

 支出については、第１款、水道事業費用が、第１項、営業費用、第２項、営業外費用、

第３項、予備費を合わせて１億５，０５２万８千円の計上となります。 

 次に、第４条では、資本的収入及び支出の予定額を定めるもので、収入については、第

１款、資本的収入が第１項、企業債から第４項の出資金までを合わせまして１億３６９万

１千円を計上しております。 

 支出については、第１款、資本的支出が第１項、建設改良費、第２項、企業債償還金を

合わせ１億３，３８９万円の計上でありますけども、第４条の括弧書きに記載しておりま

すが、収入額が支出額に対して不足する額３，０１９万９千円は過年度分損益勘定留保資

金で補填するものであります。 

 なお、第３条の収益的収支および第４条の資本的収支の計上内容につきましては、後ほ

ど３１１ページ以降の実施計画説明書で説明させていただきます。 

 次に、３０８ページ、第５条の企業債につきましては、表に記載のとおり各事業の起債

の限度額の合計を８，５４０万円とし、証書借入で年利５％以内、償還方法は記載のとお

りとなっております。 

 第６条の一時借入金の限度額につきましては、１億円と定めております。 

 第７条につきましては、議会の議決を経なければ流用することのできない経費として、

職員給与費３，５４０万８千円と定めております。 
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 次の第８条につきましては、一般会計などから、この会計に補助を受ける金額を２，８

９３万２千円と定めるものです。 

 第９条のたな卸資産につきましては、メーター器等の購入限度額を４２２万６千円と定

めております。 

 それでは３１１ページ以降の、平成３１年度 訓子府町水道事業会計予算実施計画説明

書について説明いたします。 

 まず、収益的収入及び支出については、経営活動に伴い発生する全ての収益と費用を計

上するものですが、全体をとおして直近の実績に基づき計上しております。説明につきま

しては、右側の説明欄に沿って、特徴的な部分を中心に説明いたします。 

 まず収益的収入の１款、１項、１目、給水収益ですが、水道料金につきましては、過去

３年間の使用水量を勘案し、１億４，７７６万円を計上しております。 

 ２目、その他営業収益ですが、下の負担金、消防施設等修繕負担金では、消火栓、新規

１基、更新２基、撤去３基分として４５３万円を計上しております。 

 次に、２項、営業外収益、２目、他会計補助金ですが、下水道事業業務併任分として、

人件費補助８２７万６千円、簡易水道事業認可に伴う起債の利息１８万７千円を含めまし

て、１，２０４万１千円を計上しております。 

 ３目の長期前受金戻入は、補助金、補償金、負担金、受贈財産をもって取得した償却資

産について、その減価償却に合わせて収益化するもので、目の合計で１，２１９万１千円

を計上しております。 

 次に、３１２ページの収益的支出ですが、１款、１項、１目、原水及び浄水、これは水

源地と浄水場に要する経費になります。委託料の施設清掃業務委託については、施設敷地

内の草刈業務を高齢者勤労センターに委託しておりますが、経費単価の増、それから作業

回数の見直しによりまして１１万９千円増の３１万円を計上しております。 

 修繕費では、昨年度、大谷浄水場法面崩壊修復修繕１３５万５千円の計上がありました

が、その分が減となっております。 

 また、施設機械等修繕については、実績により５０万円減の１５０万円の計上となって

おります。 

次に、２目の配水及び給水費、これは配水池と給水設備に要する経費になります。 

 修繕費の消防施設等修繕については、昨年度１１０万円を計上しておりましたが、その

分が減となっております。 

 材料費の水道メーター器については、８年ごとの更新となっておりますが、昨年度より

５３基多い２２７基の更新を予定しておりまして３８６万９千円の計上となっております。 

 工事請負費の消火栓整備事業については、収入の方で説明したとおり新設を予定してお

りまして、４５３万円を計上しております。 

 次に３１３ページ、３目、総係費、これは職員人件費、業務委託費、事務経費等に要す

る経費になります。 

 給料、手当、賞与、引当金、繰入額、法定福利費については、職員１名増となった５名

分の計上となっておりまして、増額となっております。 

収入でも説明しましたが、下水道事業併任分につきましては、一般会計から補助金とし

て充当されております。 
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 次、委託料では、その他業務委託において、現在、次期水道ビジョンおよび経営戦略の

策定に向けて作業を進めておりますが、昨年度の固定資産台帳整備業務委託８３２万７千

円が完了しまして、本年度がアセットマネジメント、これは長期的視野に立った計画的な

資産管理という考え方ですが、これの業務委託６６８万６千円を計上しております。 

 次に、３１４ページ、４目、減価償却費は、有形無形固定資産について、それぞれ今年

度費用該当分を計上しております。 

 ５目、資産減耗費については、減価償却が終了していない固定資産の廃棄に伴うもので、

それぞれ予算計上しております。 

 なお、この２目につきましては、いずれも現金支出の伴わない企業会計特有の予算計上

となります。 

 次に、２項、営業外費用、２目、消費税及び地方消費税の消費税納付については、支出

よりも収入にかかる消費税額が大きくなる見込みとなっておりまして１７５万８千円を計

上しております。 

 次の３１５ページ、資本的収入及び支出については、施設の建設など固定資産の取得に

かかわる収支を計上するものです。 

 まず、資本的収入でありますが、１款、１項、１目の建設改良費等に充てるための企業

債につきましては、道営継続事業である南７線、それから老朽管更新では北１条線、南８

線、南１０線の３路線を予定しており、それに充てる企業債８，５４０万円を計上してお

ります。 

 ２項、１目、他会計補助金１，６８９万１千円につきましては、過去に実施しました事

業の起債償還元金に対する一般会計からの補助金を計上しております。 

 ３項、１目、補償金につきましては、南７線道路改良支障物件移設工事に伴う道からの

補償金１４０万円の計上になります。 

 次に、３１６ページ、資本的支出ですが、１款、１項、１目、施設整備費については、

新たに管を整備する部分を別立てしており、南７線新設延長１００ｍ分で２００万円を計

上しております。 

 ２目、施設改良費につきましては、南７線支障物件移設、延長６７０ｍ分で１７００万

円。 

 老朽管更新工事では、北１条線の延長５００ｍ分で３，３００万円、南８線延長５６０

ｍ分で１，６８０万円、南１０線延長５６０ｍ分で２，０１６万円を計上しております。 

 ２目の固定資産購入費につきましては、量水器設備費として、新設のメーター器１５台

の購入代金３５万７千円を計上しております。 

 次に、３１７ページの平成３１年度訓子府町水道事業会計予定キャッシュフロー計算書

につきましては、一年度中の現金の流れを見るための報告書でありますが、業務活動では

プラス４，８２５万２千円、投資活動ではマイナス６，３６１万２千円、財務活動ではプ

ラス４，０８２万７千円で、トータルの資金増加額はプラス２，５４６万７千円を予定し

ております。 

 ３１８ページ、給与費明細書以降の財務諸表等につきましては、後ほどご覧いただくと

しまして、説明については割愛させていただきます。 

 それと別冊の各会計予算案の説明資料３９ページには、投資的事業の概要、また４３頁
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と４４ページには、その整備箇所について図示しておりますので、こちらも後ほどご覧い

ただきたいと思います。 

 以上、平成３１年度訓子府町水道事業会計の予算について、その提案理由の説明をさせ

ていただきました。ご審議の上、ご決定賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（上原豊茂君） 以上で議案第１３号、議案第１５号、議案第１６号および議案第

７号から議案第１２号までの各案に対する提案理由の説明が終了いたしました。 

 ここで午後３時１５分まで休憩といたします。 

 

休憩 午後 ３時 ５分 

再開 午後 ３時１５分 

 

○議長（上原豊茂君） 休憩前に戻り、会議を再開いたします。 

 議案の説明に入ります前に、一部議案書の訂正の件がありますので担当から。 

 上下水道課長。 

○上下水道課長（原口周司君） 申し訳ありません、議案の訂正をさせていただきます。

議案書の３１６ページをお開きいただきたいと思います。予算書の３１６ページをお開き

ください。 

 水道会計の中の資本的支出、１款、１項、目が１、２、とありまして、その下の３とあ

るべき固定資産購入費が２となっておりますので、誠に申し訳ありませんが、３というこ

とで訂正をお願いいたします。よろしくお願いします。 

 

    ◎議案第１４号、議案第１７号、議案第１８号、議案第２０号 

○議長（上原豊茂君） それでは、次に、日程第２６、議案第１４号、日程第２７、議案

第１７号、日程第２８、議案第１８号、日程第２９、議案第２０号を議題といたします。 

 各案に対する提出者からの提案理由の説明を求めます。 

 まず、議案第１４号 町税条例の一部を改正する条例の制定についての提案理由の説明

を求めます。議案書８０ページです。 

 町民課長。 

○町民課長（元谷隆人君） それでは議案書８０ページをお開きください。 

 議案第１４号 町税条例の一部を改正する条例の制定について、提案理由の説明をさせ

ていただきます。 

 町税条例（昭和２５年条例第８号）の一部を改正する条例を次のように制定しようとす

るものであります。 

 今回の改正は下記の説明にありますように地方税法附則第１５条第４７項に規定する、

中小企業者等が生産性向上特別措置法に従って取得した先端設備等の固定資産税の特例措

置について、昨年の５月８日に開かれました臨時議会において課税表示となるべき価格の

乗ずる割合を２分の１と定めましたが、その特例を今回、ゼロに改正するものでございま

す。 

 それでは、記以下について説明させていただきます。 

 町税条例（昭和２５年条例第８号）の一部を次のように改正する。 
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 附則第１０条の２第１０項中「２分の１」を「零」に改める。 

 この特例率を改正する背景でございますけど、現在、オホーツク管内のほとんどの自治

体が固定資産税の特例率の割合を零に定めているものでございます。当初、農業事業者は

この制度を活用できないとされておりまして、いたところなんですけれども、最近の情勢

を聞きますと農業者事業者も計画申請ができるということになったため、この制度を活用

する方が増えることを鑑み、町税条例の一部を改正するものでございます。 

 なお、今までで、この制度を活用した方は訓子府町ではありません。 

 附則としまして、この条例は平成３１年４月１日から施行するものであります。 

 以上、町税条例の一部を改正する条例の制定について、提案理由の説明をさせていただ

きました。ご審議の上、ご決定賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（上原豊茂君） 次に、議案第１７号 訓子府町指定地域密着型サービスに関する

基準等を定める条例の一部を改正する条例の制定についての提案理由の説明を求めます。

議案書８８ページです。 

 福祉保健課長。 

○福祉保健課長（谷方幸子君） それでは、議案書の８８ページをお開き願います。 

 議案第１７号 訓子府町指定地域密着型サービスに関する基準等を定める条例の一部を

改正する条例の制定について、提案理由の説明をさせていただきます。 

 訓子府町指定地域密着型サービスに関する基準等を定める条例（平成２５年条例第５号）

の一部を改正する条例を次のように制定するものであります。 

 このページの一番下の説明欄にありますように、地域ケアシステムの強化のための介護

保険法の一部を改正する法律により、所要の改正をしようとするものであります。 

 今回の改正につきましては、平成２９年６月２日に地域包括ケアシステムの強化のため

の介護保険法等の一部を改正する法律が施行され、高齢者と障がい者が同一事業所でサー

ビスを受けやすくするため、共生型地域密着型サービスに関する基準が追加されることに

なり、改正するものです。 

 また、経過措置があり、平成３０年４月１日の施行日から起算しまして１年を超えない

期間に条例を定めることとなっております。 

 それでは、記以下について、説明させていただきます。 

 訓子府町指定地域密着型サービスに関する基準等を定める条例の一部を改正する条例。 

 訓子府町指定地域密着型サービスに関する基準等を定める条例（平成２５年条例第５号）

の一部を次のように改正する。 

 ここで、８９ページをご覧いただきたいと思います。新旧対照表を載せてございますの

で、これにより説明させていただきます。 

 表の右側が現行、左側が改正案となっておりまして、改正部分に下線を引いてございま

す。 

 第２条の「法第７８条の４第１項及び第２項」の前に、「法第７８条の２の２第１項並び

に」という文言を加え、（共生型地域密着型サービス事業者の特例）を追加するものです。 

これにより、グループホームはるるが事業申請した場合に、共生型の事業を実施できるこ

とになります。 

 ８８ページにお戻りください。 
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 次に、附則の説明をさせていただきます。 

 施行期日について規定しておりますが、公布の日から施行するものであります。 

 以上、議案第１７号 訓子府町指定地域密着型サービスに関する基準等を定める条例の

一部を改正する条例の制定について、提案理由の説明をさせていただきました。 

 ご審議の上、ご決定賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（上原豊茂君） 次に、議案第１８号 訓子府町定住自立圏形成協定の議決に関す

る条例の制定についての提案理由の説明を求めます。議案書９０ページです。 

 企画財政課長。 

○企画財政課長（伊田 彰君） 議案第１８号の提案説明をさせていただきます。議案書

９０ページになります。 

 議案第１８号 訓子府町定住自立圏形成協定の議決に関する条例の制定について。 

 訓子府町定住自立圏形成協定の議決に関する条例を次のとおり制定しようとするもので

あります。 

 先週２月２８日に北見市長が北見市議会で中心市宣言を行なった中心市宣言書を資料と

して昨日配布させていただきましたので、後ほど資料については、ご覧いただきたいと思

います。 

 本町が連携する定住自立圏は、北見市を中心市とし置戸町、美幌町、津別町の１市４町

で構成される圏域となります。 

 生活圏や経済圏が一体である北見市とのネットワークと連携をさらに強化し、この圏域

が持つ地域資源と地域力を充実させ、将来にわたり住民が暮らし続け、魅力あふれる圏域

とすることを目的に中心市である北見市とそれぞれの市町の独自性を尊重し、共感と謙虚

さを持った協定を締結するため、訓子府町定住自立圏形成協定の議決に関する条例を定め

るものでございます。なお、本条例につきましては、１市４町が第１回定例会に同時提案

しているものでございます。３月５日には美幌町議会、津別町議会で同様の条例が議決さ

れたとお聞きをしているところでございます。 

 それでは、記以下の説明をさせていただきます。 

 訓子府町定住自立圏形成協定の議決に関する条例。 

 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第９６条第２項の規定に基づき、定住自立圏構

想推進要綱（平成２０年１２月２６日付け総行応第３９号総務事務次官通知）に規定する

定住自立圏形成協定の締結若しくは変更又は当該協定の廃止を求める旨の通告は、議会の

議決すべき事件とする。 

 附則、この条例は公布の日から施行する。 

 以上、議案第１８号について提案説明をさせていただきました。ご審議の上、ご決定い

ただきますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（上原豊茂君） 次に、議案第２０号 訓子府町過疎地域自立促進市町村計画の一

部変更についての提案理由の説明を求めます。議案書９２ページです。 

 企画財政課長。 

○企画財政課長（伊田 彰君） 議案第２０号について提案説明をさせていただきます。 

議案書９２ページをお開きください。 

 議案第２０号 訓子府町過疎地域自立促進市町村計画の一部変更について。 
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 訓子府町過疎地域自立促進市町村計画の一部を次のように変更しようとするものであり

ます。 

 今回の変更は、平成２８年の第１回定例町議会において、ご決定をいただきました訓子

府町過疎地域自立促進市町村計画、いわゆる過疎計画の本文を別紙の表のとおり変更する

必要があるため、説明にありますように過疎地域自立促進特別措置法（平成１２年法律第

１５号）の規定に基づき、議会の決定を経て変更しようとするものであります。 

 変更内容についてでありますが、議案書の９３ページから９４ページで変更箇所を下線

でお示しをしてございます。左側が変更前、右側が変更後となってございます。９３ペー

ジ上の表組、２の交通通信体系の整備情報化及び地域間交流の促進の（６）電気通信施設

等情報化のための施設の事業内容に「公共施設等公衆無線ＬＡＮ環境整備事業 公衆無線

ＬＡＮ設備整備（６施設）」を追加してございます。 

 下の表組と次の９４ページの３、生活環境の整備では、昨年６月２９日の水道事業の上

水道事業から簡易水道事業の認可変更に伴う事業名と事業内容を追加させていただいてお

ります。 

 なお、計画に搭載されていない事業につきましては、過疎対策事業債の対象にはならな

いこととなってございます。 

 以上、議案第２０号について、提案説明をさせていただきました。ご審議の上、ご決定

いただきますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（上原豊茂君） 以上をもって、議案第１４号、議案第１７号、議案第１８号、議

案第２０号の各案に対する提案理由の説明が終了いたしました。 

 

    ◎議事日程の変更 

○議長（上原豊茂君） ここで議事について、議会運営委員長ならびに副議長と協議のた

め、暫時休憩といたします。 

 

休憩 午後 ３時２９分 

再開 午後 ３時３０分 

 

○議長（上原豊茂君） 休憩前に戻り、会議を再開いたします。 

 お諮りいたします。 

 ただいま、議会運営委員長ならびに副議長と協議の結果、これより日程の順序を変更し、

日程第３１、報告第１号、日程第３２、報告第２号、日程第３３、報告第３号を先に審議

したいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」との声あり） 

○議長（上原豊茂君） 異議なしと認めます。 

 よって、この際、日程の順序を変更し、日程第３１、報告第１号、日程第３２、報告第

２号、日程第３３、報告第３号を先に審議することに決定いたしました。 

 

    ◎報告第１号 
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○議長（上原豊茂君） 日程第３１、報告第１号 定期監査結果報告についてを議題とい

たします。議案書１１７ページです。 

 事務局長に報告を朗読させます。 

○議会事務局長（八鍬光邦君） 議案書の１１７ページをお開き願います。 

 報告第１号 

   定期監査結果報告について 

 監査委員から定期監査について、次のとおり報告があった。 

 平成３１年 ３月 ７日提出 

 訓子府町議会議長 上原豊茂 

記 

別     紙 

 次のページ、１１８ページをご覧ください。 

 平成３１年 ２月 ４日 

 訓子府町議会議長 上原 豊茂 様 

 訓子府町監査委員 山 田   稔 

 訓子府町監査委員 工 藤 弘 喜 

平成３０年度 定期監査の結果報告について 

 地方自治法第１９９条第９項の規定によって、平成３０年度の定期監査の結果を報告し

ます。 

記 

平成３０年度 定期監査結果報告書 別紙 

 １２０ページをお開き願います。 

 ３．「監査結果及び意見」という項目がございます。 

 この項目のみを朗読させていただきまして、それ以外の報告書の資料につきましては、

説明を省略させていただきたいと思います。 

 ３．「監査結果及び意見」 

 平成３０年度の定期監査は、一般会計、国民健康保険特別会計、後期高齢者医療特別会

計、介護保険特別会計、下水道事業特別会計及び水道事業会計の６会計について実施しま

した。 

 監査の着眼点は、平成３０年４月１日から平成３０年１２月３１日までの期間における

事務事業の執行と経営管理の状況を中心としました。 

 監査の具体的内容は、各課等共通事項としては、本年度は特に各課等配当予算の執行状

況をみたほか、備品の調達と管理状況の２点、各課個別事項としては１１項目（別紙１）

を重点としたほか、担当している３団体（別紙１別表）の事務のうち特に経理事務とその

管理を対象としました。 

 また、建設事業執行中の青少年研修館、居武士小学校の学校経理と学校管理状況につい

て現地調査を実施しました。 

 それぞれの監査方法は、各課等から提出のあった資料について、直接担当している職員

の説明を受け、質疑を行い、関係する書類の突合、点検を行いました。 

 この結果、全ての会計等において法令に従い、町の行政執行の方針に合致し、適期、適
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正に執行していることを認めます。 

 今後、出納整理期間までこの執行状況を継続・維持するとともに将来予想される施設整

備費、医療給付費、介護給付費、子育て支援費等の負担増に備えた行財政運営を望みます。 

 以上でございます。 

○議長（上原豊茂君） 以上で、本報告を終わります。 

 

    ◎報告第２号 

○議長（上原豊茂君） 次に、日程第３２、報告第２号 出納検査結果報告についてを議

題といたします。議案書１３１ページです。 

 事務局長に報告を朗読させます。 

○議会事務局長（八鍬光邦君） 議案書の１３１ページをお開き願います。 

報告第２号 

出納検査結果報告について 

 監査委員から出納検査について、次のとおり報告があった。 

平成３１年 ３月 ７日提出 

訓子府町議会議長 上原豊茂 

出納検査結果報告 

地方自治法第２３５条の２第１項による例月出納検査を、平成３１年１月１１日町会計

管理者等に対し執行したので、その結果を次のとおり報告します。 

記 

１．出納事務は適法に行われ、異状ないものと認める。 

訓子府町議会議長 上原 豊茂 様 

平成３１年１月１１日 

訓子府町監査委員 山田  稔 

訓子府町監査委員 工藤 弘喜 

 次のページ、１３２ページから１３４ページにつきましては、説明を省略させていただ

きまして、１３５ページをお開き願います。 

出納検査結果報告 

地方自治法第２３５条の２第１項による例月出納検査を、平成３１年２月１２日町会計

管理者等に対し執行したので、その結果を次のとおり報告します。 

記 

１．出納事務は適法に行われ、異状ないものと認める。 

訓子府町議会議長 上原 豊茂 様 

平成３１年 ２月１２日 

訓子府町監査委員 山田  稔 

訓子府町監査委員 工藤 弘喜 

次のページ、１３６ページから１３８ページにつきましても、先ほどと同様、説明を省

略させていただきます。 

 続きまして、追加で配布させていただきました３月分の例月出納検査結果報告について、

ご報告申し上げます。１３９ページでございます。 
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出納検査結果報告 

地方自治法第２３５条の２第１項による例月出納検査を、平成３１年３月６日町会計管

理者等に対し執行したので、その結果を次のとおり報告します。 

記 

１．出納事務は適法に行われ、異状ないものと認める。 

訓子府町議会議長 上原 豊茂 様 

平成３１年 ３月 ６日 

訓子府町監査委員 山田  稔 

訓子府町監査委員 工藤 弘喜 

次のページの１４０ページから１４１－２ページにつきましても、先の２件と同様に説

明を省略させていただきます。 

 以上でございます。 

○議長（上原豊茂君） 以上で、本報告を終わります。 

 

    ◎報告第３号 

○議長（上原豊茂君） 次に、日程第３３、報告第３号 所管事務調査結果報告について

を議題といたします。議案書１４２ページです。 

 二つの常任委員会から平成３０年度閉会中に実施した所管事務調査について、会議規則

第４１条第１項の規定により、各委員長から報告をいただきます。 

 まず最初に、総務文教常任委員会からお願いいたします。 

 ３番、西森信夫君。 

○３番（西森信夫君） ただいま、議長からのお許しをいただきましたので、平成３０年

度総務文教常任委員会所管事務調査の結果について、ご報告申し上げます。 

 この所管事務調査につきましては、平成３０年第１回定例会におきまして、平成３０年

４月１日から平成３１年３月３１日までの間、閉会中も継続調査ができるよう議決を受け、

実施したものであります。 

 具体的な調査および質疑の内容については、省略しますが、平成３１年１月２２日には、

委員会としての最終的な協議を行い、全委員の一致した意見として、報告書のとおり調査

所見として、まとめましたので、今後の町政執行にご配慮いただきたいと思います。 

 なお、その内容につきましては、調査所見の朗読をもって、報告にかえさせていただき

たいと思います。 

 （１）入札執行状況については、今後も競争力を高めることに努めることを望むもので

ある。 

 （２）まちづくり推進会議については、その機能を発揮できるように充実を図ることを

望むものである。 

 まちづくりパワーアップ特別対策事業については、新規事業や地域コミュニティへの支

援として、その成果が認められるところであるが、町民へ事業の内容および実績を公表す

ることに努めるよう望むものである。 

 夜間町長室など広聴事業については、今後も継続し幅広い町民からの意見聴取の場の確

保を望むものである。 
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 （３）国民健康保険事業については、引き続き新制度の周知徹底に努めるとともに、町

民負担に配慮した事業の健全な運営を望むものである。 

 特定健診は今後も受診率向上に向けた広報に努めるよう望むものである。 

 （４）税の収納状況については、職員の徴収努力により、その成果が認められるところ

である。 

 なお、税の公平性の原則から、滞納繰越額の縮減と新たな滞納者抑制への取り組み継続

を望むものである。 

 （５）各種福祉施策については、子ども医療費助成事業の対象年齢拡大の効果が見られ、

子育て支援事業として評価するものであり、今後も事業継続を望むものである。 

 介護保険事業については、利用者の実態に十分配慮した対応を今後も望むものである。 

 また、各地域で介護予防としての１００歳体操の事業効果が認められるので、さらなる

普及に努めることを望むものである。 

 認知症高齢者見守り事業については、状況把握に努め、必要なサービス提供につなげる

ことを求めるものである。 

 高齢者ハイヤー利用サービス事業、路線バス高齢者支援事業については、制度拡充の効

果が認められ、さらなる利用者への周知を望むものである。 

 （６）児童センターについては、子育て・教育面等において大きな効果が認められ、今

後とも利用者の声を生かした施設としての充実に努めることを望むものである。 

 （７）各種予防業務の実施については、各種事業内容は充実していると認められる。広

報の工夫が見られるが、未実施者への啓発に努めることを望むものである。 

 （８）子育て支援センターについては、子育て世代への相談の場、母親などの交流・情

報交換の場としての効果が認められ、今後も適正な運営を望むものである。 

 （９）こども園の運営については、異年齢教育・保育の効果が見られる。引き続き、体

制整備を含め運営に万全を期すことを望むものである。 

 （１０）町営温水プールについては、町民へのスポーツの普及と健康管理を目的とした

事業の継続・推進により、さらなる利用拡大を目指すことを望むものである。 

 また、事故防止に最善を尽くしながら、管理経費の縮減のための工夫をさらに望むもの

である。 

 （１１）図書館の運営については、今後もソフト面の強化としての本に親しむ事業等、

図書の利用拡大に向けた取り組みの継続を望むものである。 

 歴史館の運営については、入館者の拡大を図るとともに、今後もこれまでの歴史を収集

した伝承資料の整備や活用などで、後世に残す地道な取り組みを望むものである。 

 （１２）その他委員会の所管に関する事項 

 ①地域担当職員制度については、地域とのパイプ役としてその活動は定着してきており、

その成果が認められるところである。今後も地域と行政の距離を縮めることを望むもので

ある。 

 ②ふるさと納税については、町のＰＲ効果を認めるものであり、今後も事業継続を望む

ものである。 

 ③要保護・準要保護児童・生徒就学援助及び奨学資金貸付制度については、子どもの教

育、学習機会を保障するため、今後も継続しさらに充実を図ることを望むものである。 
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 ④教育専門員の活動実績については、現状を評価するものであり、今後の活動にさらな

る期待をするものである。 

 ⑤地域巡回講座については、講座の内容充実と一層のＰＲを望むものである。 

 ⑥文化・芸術振興事業については、アート・タウン・プロジェクト事業の町民へのＰＲ

と参加人数増に努めることを望むものである。 

 以上をもって、総務文教常任委員会所管事務調査結果報告とさせていただきます。 

○議長（上原豊茂君） 次に、産業建設常任委員会、お願いします。 

 ８番、須河徹君。 

○８番（須河 徹君） それでは、議長からお許しをいただきましたので、平成３０年度

産業建設常任委員会所管事務調査の結果について、ご報告申し上げます。 

 所管事務調査の経過につきましては、先ほど総務文教常任委員会のところで述べられて

いましたので、省略させていただくこととし、本委員会においても平成３１年１月２５日

に委員会として最終的な協議を行い、全委員の一致した意見として報告書のとおり調査所

見としてまとめましたので、今後の町政執行にご配慮いただきたいと思います。 

 なお、その内容については、総務文教常任委員会同様、調査所見の朗読をもって報告に

かえさせていただきたいと思います。 

 （１）農業振興については、今後もＴＰＰ等に関する国内外の動向、情報を把握すると

ともに、その方向性に十分注視しながら関係団体などと連携し、行政として必要な取り組

みを講じていくことを望むものである。 

 多面的機能支払交付金事業については、事業効果は大いに評価するが、特に災害時にお

ける迅速な対応、本事業の課題整理に向けた保全会との密な協議を望むものである。 

 訓子府農業の多様性を見据えた農地流動化の検討を望む。また担い手対策は、引き続き

地道な活動を願うとともに、婚活事業については内容の工夫を図りながら継続実施を望む

ものである。 

 （２）畜産振興については、酪農家の多様な経営形態に応じた振興策を講じるようＪＡ

や関係団体と十分に連携し、支援制度拡充に向け国などに対し強く求めていくことを望む

ものである。 

 また、酪農家の安定経営にとって町営牧場の果たす役割は大きいが、今後は牧場運営の

あり方について利用者との検討を進めることを望むものである。 

 （３）中小企業の振興については、住環境リフォーム促進事業や店舗出店等支援事業お

よび店舗改修事業など、その効果は大いに評価できることから、事業の継続と拡充を望む

ものである。 

 就労助成金事業および後継者育成助成金事業についても同様に評価するものであるが、

今後商工会とより連携した事業の推進を望むものである。 

 （４）堆肥供給センターについては、良質でさらに利用者のニーズに応じた堆肥の供給

を図るため、施設等の適切な管理に努めることを望むものである。 

 （５）温泉保養センターの運営については、今後も適切な管理のもと維持管理経費の縮

減に努めるとともに、利用者拡大につなげていくことを望むものである。 

 （６）町営住宅および町有住宅の維持管理については、住宅使用料の滞納額の解消への

努力が認められる。 



 - 61 - 

 また、今後も町営住宅および町有住宅の有効活用を図るとともに、多様な住宅ニーズに

応じた対応の検討を望むものである。 

 （７）建築及び土木事業の執行については、今後とも財政健全化の推進を図るとともに、

計画的な公共工事の執行を望むものである。 

 さらに、スポーツセンター建設などの大型事業の計画・実施に当たっては、今後も町民

への情報提供を図り、財源確保の努力を求めるものである。 

 （８）下水道事業の運営については、引き続き施設の適切な管理と計画的な整備を行い

ながら、機能維持に努めていくことを望むものである。 

 （９）上水道事業の運営については、安全で安定した水道水の供給に万全を期すととも

に、今後とも水資源の有効活用のためにも有収率の向上に努めていくことを求めるもので

ある。 

 さらに、老朽管の更新計画については、水道ビジョンを基に財源確保や財政状況を見据

え、計画的な推進を望むものである。 

 （１０）道路・河川の維持については、災害などにより恒常的に被災する箇所の解消が

望まれ、今後、中・小河川の計画的な維持管理の遂行を望むものである。 

 また、道路・河川・橋梁などの改修に関わる財源の確保のため、国などに対し引き続き

制度拡充を求めていくことを望むものである。 

 （１１）町有林の維持管理については、森林の持つ水源かん養を重視し、町の財産とし

てその価値を高めていくため、森林整備などに関わる財源確保を引き続き国に対し求めて

いくとともに、関係機関と連携を図り、適切な管理に努めていくことを望むものである。 

 また、森林認証の活用・ＰＲなどにより、木材産業活性化への施策の推進を図ることを

求めるものである。 

 （１２）その他委員会の所管に関する事項 

 随意契約などの小規模工事の執行に当たっては、今後も町内産業の振興にも考慮しなが

ら公平で公正な執行を望むものである。 

 以上をもって、産業建設常任委員会所管事務調査結果報告とさせていただきます。 

○議長（上原豊茂君） 以上をもって、所管事務調査結果報告を終了いたします。 

 

    ◎散会の宣告 

○議長（上原豊茂君） 以上で、本日の日程は全部終了いたしました。 

 １１日からの一般質問の実施を町民の皆さんに周知しているため、本日はこれにて散会

いたします。 

 ご苦労さまでした。１１日も午前９時から開会いたしますので、ご参集のほどよろしく

お願いいたします。失礼しました。９時３０分から開会いたしますので、ご参集願います。 

 

 

散会 午後 ３時５０分 


